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霧
島
山
の
新
燃
岳

約
３
０
０
年
ぶ
り
の
マ
グ
マ
噴
火

１
月
19
日
か
ら
続
く
新
燃
岳
噴
火
で

道
路
や
家
屋
に
大
量
の
灰
が
積
も
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
は
、
大
変
な
ご
苦
労
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

幹
線
道
路
の
灰
に
つ
い
て
は
、
国
や

県
、
鹿
児
島
市
な
ど
か
ら
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
除
去
作
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
歩
道
や
生
活
道
路
な
ど
の
灰

の
除
去
に
つ
い
て
も
、
自
治
公
民
館
を

は
じ
め
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
協
力

の
お
か
げ
に
よ
り
ま
し
て
、
発
生
当
初

に
比
べ
、
格
段
に
環
境
は
改
善
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

市
民
の
皆
さ
ま
に
加
え
ま
し
て
、
市
内

外
か
ら
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
も
降
灰
除
去
に

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
、心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
降
灰
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
火
山
灰
の
上
に
雨
が
降
っ
た
場

合
、
少
量
の
雨
で
も
土
石
流
が
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
土
石

流
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
、
直
ち

に
市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
と
し

て
は
、「
人
命
最
優
先
」
で
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
い
た
だ
き
、

避
難
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
あ
る
い
は
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
義
援
金
や
支
援
物
資
を
頂
い

て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
応
援
を
力
に
か
え
て
市
民

一
丸
と
な
っ
て
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
！

都
城
市
長長

峯　

誠
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霧島山の新燃岳
約300年ぶりのマグマ噴火特集
新燃岳噴火によるこれまでの主な経過

1月19日
㈬  1時30分 小規模噴火

1月26日
㈬

15時40分 1,500mに達する噴火が発生
17時 予備配備開始
18時 噴火警戒レベル2からレベル3に引き上げ

1月27日
㈭

 1時ごろ 空振や鳴動の報告
13時30分 新燃岳火山活動対策会議
15時41分 爆発的噴火　1回目
17時 霧島火山防災連絡会

1月28日
㈮

 9時 都城市災害対策本部設置
12時47分 爆発的噴火　2回目

1月29日
㈯

11時15分 国土交通大臣現地調査
15時30分 防災担当・環境大臣現地調査

1月30日
㈰

13時57分 爆発的噴火　3回目
23時45分 災害対策本部会議
23時50分 高原町で避難勧告

1月31日
㈪

 1時35分 警戒レベル3のままで規制範囲を2㎞から3㎞に変更
 4時 災害対策本部会議
14時 降灰対策会議
15時30分 霧島火山対策連絡会議

2月1日
㈫

 7時54分 爆発的噴火　4回目
11時20分 警戒レベル3のままで規制範囲を3㎞から4㎞に変更
23時19分 爆発的噴火　5回目

2月2日
㈬

 5時25分 爆発的噴火　6回目
10時47分 爆発的噴火　7回目
15時53分 爆発的噴火　8回目

2月3日
㈭

 8時 9分 爆発的噴火　9回目
14時 土石流・泥流警戒区域協議
15時 霧島火山防災連絡会

2月4日
㈮

 9時 災害ボランティア活動開始
17時 避難所開設の指示および情報収集班の招集連絡
19時 情報収集班西岳地区で調査開始

2月5日
㈯  6時30分 降雨がないことを確認、情報収集班解散

2月10日
㈭ 19時 災害対策本部会議（同日3回実施）

避難準備情報を発表

2月11日
㈮

 0時 避難準備情報の解除
 7時30分 避難所閉鎖
10時 被害状況調査開始
11時36分 爆発的噴火　10回目

2月13日
㈰

17時 災害対策本部会議
17時23分 避難準備情報発表

2月14日
㈪

 5時 7分 爆発的噴火　11回目
13時30分 政府支援チーム・国土交通省来庁
20時 災害対策本部会議
20時 4分 避難準備情報の解除

2月16日
㈬

 9時30分 都城市議会議員新燃岳噴火に伴う被災状況調査

 9時30分 土石流対策意見交換会
（西岳地区館長らとの意見交換会）

22時 災害対策本部会議
22時 5分 避難準備情報発表

2月17日
㈭

 9時 災害対策本部会議
11時 避難勧告発令
21時 避難勧告解除

2月18日
㈮  9時30分 被害状況調査開始

霧
島
山
の
新
燃
岳
（
１
、４
２
１
㍍
）

は
、
１
月
26
日
、
早
朝
か
ら
小
規
模
な

噴
火
が
続
き
、
午
後
３
時
30
分
、
灰
色

の
噴
煙
が
火
口
か
ら
１
、５
０
０
㍍
上

空
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
気
象
庁
は
火

口
周
辺
警
報
を
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２

（
火
口
周
辺
規
制
）
か
ら
レ
ベ
ル
３
（
入

山
規
制
）
に
引
き
上
げ
、
こ
れ
を
受
け

て
半
径
２
㌔
（
２
月
20
日
時
点
４
㌔
）

こ
れ
ま
で
の
経
過
以
内
を
立
ち
入
り
禁
止
に
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
午
後
５
時
に
災
害
対
策
に

向
け
た
予
備
配
備
の
情
報
連
絡
体
制
を

と
り
、
警
戒
態
勢
に
入
り
ま
し
た
。
27

日
に
は
関
係
部
課
が
集
ま
り
、
新
燃
岳

火
山
活
動
対
策
会
議
を
開
催
し
状
況
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
28
日
午
前

９
時
に
は
都
城
市
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
、
火
山
の
警
戒
や
降
灰
対
策
な

ど
に
当
た
り
ま
し
た
。

１
月
19
日
の
小
規
模
噴
火
か
ら
始
ま

っ
た
降
灰
は
、
そ
の
後
も
断
続
的
に
降

り
続
き
、御
池
町
や
夏
尾
町
方
面
で
は
、

約
８
㌢
の
降
灰
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま

た
、
同
時
に
直
径
５
〜
６
㌢
の
噴
石
も

飛
散
し
、
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
割

る
な
ど
の
被
害
を
出
し
ま
し
た
。

降
灰
量
は
、
４
、０
０
０
万
㌧
と
も

８
、０
０
０
万
㌧
と
も
い
わ
れ
、
民
家

や
道
路
だ
け
で
な
く
、
農
地
に
も
降
り

積
も
っ
て
い
ま
す
。
農
作
物
へ
の
被
害

額
は
約
２
億
円
（
２
月
17
日
現
在
）
に

上
り
、
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
は
降
灰
に
伴
う
降
雨
時
の

土
石
流
を
警
戒
し
、
２
月
18
日
ま
で
に

避
難
準
備
情
報
を
３
回
、
避
難
勧
告
を

１
回
発
令
し
、
避
難
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。２

月
18
日
現
在
で
、
屋
根
の
上
な
ど

の
降
灰
作
業
中
の
転
落
事
故
な
ど
で
重

傷
６
人
を
含
む
、
25
人
が
負
傷
し
て
い

ま
す
。
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いざというときの心得

● テレビやラジオ、防災無線などを聞
いて、正しい情報を得ましょう。
● デマには惑わされないようにしましょ
う。
●避難のための準備を進めましょう。
●電気・ガスの元栓を確認しましょう。

● 市からの避難勧告・避難指示に従いましょう。
● お年寄りや病人など、手助けが必要な人の避難を助けま
しょう。
●慌てずに落ち着いて行動しましょう。
●戸締まり、貴重品を忘れないようにしましょう。
●落ち着いたら親戚や知人へ避難場所などを伝えましょう。

●非常持ち出し品の準備をしておきましょう。

大噴火が起こった場合の避難所など
●避難所
早水公園体育文化センター
山田総合福祉センター（けねじゅ苑）
山田活性化センター（かかし館）
●避難対象地域
御池町、夏尾町、吉之元町、
高野町（荒川内）

都城市は、溶岩流や火砕流の影響は少ないといわれています。
ただし、風向きによっては、火口から概ね10㎞以内は、大きな噴石が飛んでくる可能性があります。

※ 現在の噴火状況を表したものではありません

過去の大規模噴火から
想定した災害区域予測図

●テレビやラジオ 防災無線などを聞● ●市からの避難勧告 避難指示に従い

噴火警戒レベル2～3
（火山周辺警報）のときには

噴火警戒レベル4～5
（噴火警報）のときには
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霧島山の新燃岳
約300年ぶりのマグマ噴火特集

※ 図示した噴火の規模や現象は、過去の噴火から想定したもので、
気象庁の発表する「噴火警戒レベル」について示したものではありません

※ 火山灰が10㎝以上積もる地域では、土石流が発生しやすくなります

「この地図の作成にあたっては、国土地理院の了承を得て、同院発行の5万分の1地形図、数値地図25000（地図画像）
および数値地図50mメッシュ（標高）を使用したものである。（承認番号 平20業使、第16号）」

降灰の可能性の高い範囲は、霧島上空の風が年間を通
し、主に西から吹いているため、火口の東側になります。
ただし、風向きで、どの方向にも降灰する可能性があり、
全方向について降灰した場合の厚さを示しています。

記号の意味 主要な観光・公共施設 高速道路（IC名など）
主要な国道・県道など JR線路（駅名）

噴火で起きる現象

50㎝

20㎝

噴火によって火砕物が巻き上げられ、地
上に落下したものをいいます。風に乗って
広範囲に拡散し、農作物の被害や車の
運転など生活に大きな影響を与えます。

2月3日の御池小学校の様子 2月1日の霧島市での空振被害

降　灰 空　振

火山の噴火などで発生する空気の振動
のうち、人間の耳では直接聞くことが難し
いものをいいます。衝撃波が建物にぶつか
り、窓ガラスなどが破損します。

高温の溶岩片、火山灰、火山ガスなどが
混ざりあって、熱風を伴いながら高速に流
下する現象をいいます。破壊的な被害を
与える大変危険な現象です。

火砕流・熱風 噴　石

噴火によって岩石が上空に飛び出し、落
下したものをいいます。火口に近いほど量
が多く、サイズも大きくなります。熱を持つ
ものもあり火事になることもあります。

● 霧島山の噴火の歴史や噴火の特徴に
ついて知っておきましょう。
●家族で避難場所や避難路について、
話し合っておきましょう。

●避難時に危険な箇所を、
事前に把握しておきましょう。

火口湖で噴火が起きると火口湖が決壊
し、大量の水が火山灰などを巻き込みなが
ら高速で流れ下ることがあり、破壊力も大
きく広範囲に被害が及ぶことがあります。

火山泥流 溶岩流

マグマが火口から流出し、斜面を流下す
る現象です。溶岩流の速度は遅いため、
落ち着いて避難できます。

新燃岳
火口

平常時（噴火警戒レベル1）
のときには

長崎県雲仙普賢岳（平成3年）

東京都三宅島（平成12年）

東京都三宅島（平成12年）

東京都伊豆大島（昭和61年）
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火山灰が降り積もると、
なぜ土石流が
発生しやすくなるのでしょうか。

県
防
災・防
犯
情
報

メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

市
で
は
、
土
石
流
な
ど
に
関
し
た

気
象
情
報
や
避
難
勧
告
・
指
示
の
発

令
状
況
な
ど
の
各
種
防
災
情
報
お
よ

び
防
犯
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
登
録
は
、
携
帯

電
話
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー
コ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み
取
っ
て
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

免
責
事
項
に
留
意

の
上
、
登
録
を
お

願
い
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

県
危
機
管
理
課

☎
０
９
８
５-

26-

７
０
６
６

市
危
機
管
理
課 

☎
23-

２
１
２
９

避
難
所

【
一
次
避
難
所
】

西
岳
地
区
体
育
館
、
旧
夏
尾
保
育
児
童

館
、
吉
之
元
小
学
校
、
山
田
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

【
二
次
避
難
所
】

夏
尾
小
学
校
、
西
岳
小
学
校

西
岳
中
学
校

※ 

二
次
避
難
所
は
、
避
難
者
が
多
く
な

り
次
第
開
放
し
ま
す

避
難
対
象
地
域

御
池
町
、
夏
尾
町
、
吉
之
元
町
、
高
野

町
お
よ
び
山
田
町
の
一
部

避
難
の
区
分

避
難
の
区
分

【
避
難
準
備
情
報
】　

避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
準
備
を
促
す
発
表
で
す
。
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
要

援
護
者
は
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う

▼　　

【
避
難
勧
告
】　

避
難
開
始
を
勧
め
る
発

令
で
す
。
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
地

域
の
人
は
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
す

ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

▼　　

【
避
難
指
示
】　

避
難
の
指
示
を
行
う
も

の
で
す
。
避
難
所
へ
避
難
す
る
余
裕
が

な
け
れ
ば
、
高
台
な
ど
安
全
な
場
所
へ

避
難
す
る
な
ど
命
を
守
る
行
動
を
取
っ

て
く
だ
さ
い

※ 

避
難
時
は
、
自
分
で
食
料
（
３
食
分

程
度
）
を
持
参
く
だ
さ
い

土
石
流
と
は

土
石
流
と
は
、
土
砂
や
岩
石
な
ど
を

含
ん
だ
大
量
の
水
が
流
れ
下
る
現
象
で

す
。
そ
の
速
度
は
速
い
場
合
、
時
速
50

〜
60
㌔
に
達
し
、
家
ほ
ど
の
大
き
い
岩

が
流
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な
破
壊

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

土
石
流
は
、
山
の
斜
面
に
火
山
灰
が

堆
積
し
て
い
る
と
発
生
し
や
す
く
な

り
、
長
崎
県
の
雲
仙
・
普
賢
岳
の
噴
火

の
際
に
は
、
繰
り
返
し
土
石
流
が
発
生

し
、
１
、０
０
０
棟
を
超
え
る
家
屋
が

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

避
難
の
基
準

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
平
成
12
年

の
東
京
・
三
宅
島
で
の
噴
火
で
は
、
１

時
間
４
㍉
と
い
う
雨
で
土
石
流
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
石
流
か
ら
市
民
の
命

を
守
る
た
め
、
市
で
は
、
早
め
に
避
難

準
備
情
報
や
避
難
勧
告
を
出
し
、
住
民

を
確
実
に
避
難
さ
せ
る
体
制
を
作
り
ま

し
た
。

こ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国

や
県
な
ど
と
協
議
し
、
見
直
し
を
随
時

行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
雨
に
備
え

土
石
流
か
ら
身
を
守
る

降灰後の　　
土石流発生のメカニズム

① 通常、山に降った雨水は地面にしみ込
んで、よほどの大雨でなければ一気に
流れ出すことはありません

② 火山灰が降り積もり、水を含むと粘土の
ようになって、雨水を通しにくくなります

③ 比較的少ない雨でも、雨水がそのまま
斜面を流れて谷に集まって地面をえぐ
り、さらに岩や樹木を巻き込んで破壊力
を増し、大きな土石流になります
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相談窓口
●降灰による健康相談
市では健康課、各総合支所に
灰の影響に伴う健康相談窓口
を設置しています
月～金曜日　8：30～17：15
健康課　☎23-2765
山之口総合支所健康福祉課
☎57-3111（代表）
高城保健センター
☎58-6800
山田総合支所健康福祉課
☎64-1111
高崎福祉保健センター
☎62-4411

訪問健康相談実施中
要援護者（一人暮らしの高齢
者、障がい者など）で健康相
談が必要な人などを対象に、
市の保健師や管理栄養士が
2人1組で相談に伺います
避難所での健康相談
避難の長期化が予想される
場合、市の保健師などが健
康相談のため、各避難所を
巡回します

●農地への
降灰に関する相談

降灰のあった農地の農作物や
家畜用の牧草などの生育などに
関する相談窓口
北諸県農業改良普及センター
☎38-1554
※ 北諸県農業改良普及センターで
は、被害対策についてホームペー
ジでも紹介しています

● 灰の除去作業に関する
業者とのトラブル相談

都城市消費生活センター
☎23-7154

●火山活動関連金融相談
新燃岳の噴火により被害を受け
た中小事業者の相談を受け付
けます

商業観光課　☎23-2983

降灰に対する備えと相談窓口

●除灰作業の心得
屋根などの除灰作業中の事故が

起きています。作業する場合には、
次の点に留意して行いましょう。
❶ 防塵

じん

マスクはもちろんのこと、
コンタクトレンズではなく眼鏡
やゴーグルを着用しましょう
❷ やむを得ず屋根の火山灰を除去
するときには、人が乗っても大
丈夫か確かめながら行いましょ
う

❸ 除灰作業を行うときは、命綱を
つけるなど、滑りやすいことを
前提とした計画を立てましょう

❹ はしごや屋根の上は、表面が火
山灰でとても滑りやすいので注
意しましょう

❺ 火山灰は雨どいや側溝に詰まり
やすいので、水で流さないよう
にしましょう

●除灰作業を依頼する
　ときのポイント
❶ 作業を依頼する前に必ず見積も
りを取り、納得した上で契約す
るようにしましょう

❷ 業者が訪ねてきて作業を依頼し
た場合には、訪問販売になりま
すので、納得できない場合には
クーリング・オフ制度が適用と
なる場合があります

❸ 被害に遭ったら、警察に被害届
を出してください

●火山灰から身を守る
新燃岳の活動は続いていて、今
後も風向きによっては、火山灰は
降る可能性があります。その場合
には、次のような対策が必要です。
❶ 防塵

じん

マスクを着用するなど、火
山灰を吸い込まないようにしま
しょう
火山灰はとても小さいので、吸

い込まないように専用のマスクを
するか、マスクの上からタオルな
どを巻くなどして、吸い込まない
ようにしましょう。特にぜんそく
や気管支炎など呼吸器系に問題が
ある人は注意が必要です。こまめ
な手洗い、うがいを心掛けましょ
う

❷ 火山灰が目に入ったら、水で流
しましょう
火山灰が目に入り手でこするな

どすると、目の表面に傷を作った
り、結膜炎になるおそれがありま
す。水で洗うなどの対策をしまし
ょう
❸交通事故に気を付けましょう
火山灰が降ると見通しが悪くな

ったり、路面が滑りやすくなった
りします。前照灯などをつけ、安
全運転を心掛けましょう

霧島山の新燃岳
約300年ぶりのマグマ噴火特集

１月26日の新燃岳の噴火以降、
全国の皆さまから多くのご支援を頂いています。
皆様から寄せられた義援金や義援物資につきましては、
降灰対策、災害復旧事業、健康被害予防事業などに
活用させていただきます。
●寄付の内容（２月18日現在）
義援金　 288件 1,761万1,026円
物資関係 マスク 1,622万枚
 降灰袋 121万枚
 飲料水など 8,900本など

※
寄
付
の
情
報
に
つ
い
て
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す

報

た
く
さ
ん
の
義
援
金
や

義
援
物
資
を
全
国
か
ら

頂
い
て
い
ま
す

❷火山灰が目に入
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市
政
を
進
め
る
上
で
重
要
な
案
件
に

つ
い
て
は
、
議
会
の
可
決
な
ど
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
今
回
審
議
さ
れ
た
指
定

管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
審
議
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

◆ 

議
案
第
1
6
7
号「
公
の
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

【
議
案
の
概
要
説
明
】

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
を
指

定
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
質
疑
】

質
１　

選
定
委
員
の
氏
名
、
審
査
内
容

お
よ
び
採
点
結
果
、
議
事
録
な
ど
に
つ

い
て
非
公
開
と
す
る
理
由
を
伺
い
た

い
。

答
１　

選
定
委
員
の
氏
名
の
公
表
な
ど

に
つ
い
て
は
、
都
城
市
情
報
公
開
条
例

第
11
条
第
７
項

「
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
選

定
事
務
の
実
施

の
目
的
が
失
わ

れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
も
の
、
ま

た
は
当
該
選
定

事
務
も
し
く
は

将
来
の
選
定
事

務
の
公
正
か
つ

適
正
な
執
行
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
」
に
該
当
す
る
と

い
う
判
断
で
、非
公
開
と
し
て
い
ま
す
。

【
討
論
】

反
対
討
論　

４
件

本
議
案
は
、審
査
内
容
や
審
査
項
目
、

選
定
理
由
な
ど
、
基
本
的
な
文
書
も
含

め
、
選
定
委
員
に
つ
い
て
も
公
表
さ
れ

ず
、
市
民
に
対
し
て
重
要
な
情
報
の
公

開
が
な
い
。

指
定
管
理
を
行
う
理
由
と
し
て
管
理

運
営
経
費
の
削
減
を
挙
げ
な
が
ら
、
経

費
が
高
い
方
を
選
定
し
た
こ
と
は
理
解

し
難
い
。

本
来
、
文
化
施
策
や
文
化
振
興
事
業

を
推
進
す
る
た
め
に
市
が
１
０
０
㌫
出

資
し
て
市
民
の
た
め
に
設
立
し
た
、
都

城
市
文
化
振
興
財
団
を
解
散
す
る
こ
と

は
容
認
で
き
な
い
。

賛
成
討
論　

討
論
者
無
し
。

【
採
決
】

無
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
12
、
反
対
21
で
原
案
は
否
決
と
な

り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
24
人
の
議
員
が
質

問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◆
本
市
ス
ポ
ー
ツ
の
課
題
に
つ
い
て

質
１　

小
中
学
校
運
動
部
顧
問
に
対
し

て
の
育
成
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

小
学
校
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

指
導
し
て
い
る
先
生
も
い
て
、
特
に
顧

問
と
い
う
制
度
は
な
く
、
育
成
も
し
て

い
ま
せ
ん
。
中
学
校
は
、
先
生
方
が
協

議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
部
活
動
の
顧
問
を

決
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

宮
崎
県
中
学
校
体
育
連
盟
に
よ
る
研
修

会
が
年
数
回
実
施
さ
れ
、
参
加
に
つ
い

て
は
、
各
顧
問
の
判
断
で
参
加
し
て
い

る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

市
教
育
委
員
会
主
導
の
育
成
研
修
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

平成22年度12月補正予算（12件）
【一般会計】 2億7,941万5千円
【特別会計】 8億 460万5千円
【水道事業会計】 641万6千円

平成21年度決算の認定（17件）
■一般会計歳入歳出決算の認定につ
いて ほか16件

条例の制定・一部改正（12件）
■都城市火災予防条例の一部を改正
する条例の制定について

ほか11件

その他（17件）
■財産の取得について ほか16件

諮問（１件）
■人権擁護委員候補者の推薦につき
議会の意見を求めることについて

議員提出議案（７件）
■米価大暴落に歯止めをかけるため
の意見書 ほか６件

請願（６件）
■市議会議場に国旗の掲揚を求める
請願書 ほか６件

平
成
22
年
第
6
回
市
議
会
が
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
21
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
22
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
58
件
（
う
ち
17
件
は
継
続
審
査
分
）、
諮

問
1
件
、
議
員
提
出
議
案
7
件
、
請
願
6
件
（
う
ち
1
件
は
継
続
審
査

分
）
の
合
計
72
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
市
長
提
出
議
案
1
件

が
否
決
と
な
っ
た
ほ
か
は
す
べ
て
可
決
、
同
意
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

平
成
22
年
12
月
議
会
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質
２　

異
動
な
ど
に
伴
う
指
導
者
の
交

代
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　

年
度
末
に
な
る
と
、
人
事
異
動

が
あ
り
ま
す
。
転
出
予
定
の
顧
問
に
つ

い
て
は
、
そ
の
部
の
指
導
が
継
続
し
て

実
施
で
き
る
よ
う
、
校
長
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
県
教

育
委
員
会
に
伝
え
、
学
校
の
要
望
に
応

え
る
べ
く
、
努
力
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
部
の
特
殊
な
競
技
に
つ
い

て
は
、
次
の
顧
問
の
配
置
が
で
き
な
い

場
合
を
考
え
、
外
部
指
導
者
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

◆ 

家
庭
ご
み
な
ど
の
不
法
投
棄
対
策

に
つ
い
て

質
１　

本
市
の
不
法
投
棄
の
実
態
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

平
成
21
年
度
の
不
法
投
棄
件
数

は
市
内
全
域
で
１
９
６
件
あ
り
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

投
棄
場
所
で
多
い
の
は
、
主
に
道
路

脇
や
山
林
・
河
川
な
ど
で
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
資
源
ご
み
が
多
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
家
電
製
品
に
つ
い
て
は
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行
後
も
不
法
投
棄

が
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
、
平
成
21
年

度
の
廃
棄
家
電
製
品
の
処
理
数
は
テ
レ

ビ
が
１
１
７
台
、
冷
蔵
庫
が
19
台
、
洗

濯
機
が
20
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
２　

不
法
投
棄
に
対
す
る
取
り
組
み

の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　

不
法
投
棄
の
通
報
が
あ
る
と
ま

ず
現
場
確
認
を
行
い
、
内
容
物
を
調
査

し
ま
す
。
そ
の
際
、
投
棄
を
し
た
人
が

特
定
で
き
れ
ば
本
人
に
連
絡
し
て
回
収

を
依
頼
し
ま
す
が
、
特
に
悪
質
な
場
合

は
警
察
に
も
現
場
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。
特
定
で
き
な
い
場
合
は
、
環
境
政

策
課
や
環
境
業
務
課
が
回
収
し
、
分
別

後
、
適
正
な
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
電
製
品
に
つ
い
て
は
、
回
収
後
、
市

が
手
数
料
を
負
担
し
、
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
に
か
か
わ
る
市
内
２
カ
所
の
指
定
引

き
取
り
業
者
に
搬
入
し
ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
あ
っ
た
土
地
の

所
有
者
や
管
理
者
に
対
し
て
、
不
法
投

棄
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
を
お
知
ら
せ

し
、
不
法
投
棄
の
原
因
と
な
る
雑
草
や

雑
木
の
除
去
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

質
３　

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
３　

防
止
策
と
し
て
は
、
市
が
委
嘱

し
て
い
る
65
人
の
環
境
監
視
員
に
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
区
域
の
定
期
的
な
パ
ト
ロ

ー
ル
を
依
頼
し
、
不
法
投
棄
多
発
場
所

の
把
握
や
早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
不
法
投
棄
の
多
発
場
所
の
看

板
設
置
に
つ
い
て
、
環
境
監
視
員
や
各

自
治
公
民
館
長
、
あ
る
い
は
土
地
の
所

有
者
な
ど
か
ら
要
望
や
要
請
が
あ
っ
た

場
合
、
現
場
確
認
を
行
い
、
設
置
し
て

い
ま
す
。

◆ 

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）に
つ
い
て

質
１　

本
市
の
農
業
算
出
額
な
ど
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　

日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
、

本
市
の
農
業
産
出
額
へ
の
影
響
は
平
成

18
年
度
農
業
産
出
額
６
９
８
億
円
に
対

し
、
約
４
５
１
億
円
減
少
す
る
と
試
算

し
て
い
て
、
率
に
し
て
約
65
㌫
の
影
響

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

部
門
ご
と
の
内
訳
は
耕
種
部
門
（
主

に
米
）
が
42
億
円
、
畜
産
部
門
に
関
し

て
は
、
肉
用
牛
が
１
１
０
億
円
、
乳
用

牛
が
41
億
円
、
豚
が
１
７
７
億
円
、
鶏

が
81
億
円
の
計
４
０
９
億
円
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
関
連
産
業
に
対
す
る
影
響
額

は
約
２
５
２
億
円
を
試
算
し
て
い
て
、

主
な
部
門
は
、
食
料
品
、
輸
送
、
卸
売
、

小
売
、
金
融
と
な
り
ま
す
。

質
２　

今
後
の
都
城
市
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
２　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
後
の
農
業
施

策
の
方
針
や
農
業
支
援
策
な
ど
の
制
度

設
計
が
な
い
ま
ま
の
参
加
に
つ
い
て

は
、
反
対
の
意
向
を
関
係
者
一
丸
と
な

っ
て
訴
え
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
農

業
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
中
で
、
特
に

洪
水
防
止
や
河
川
流
況
の
安
定
あ
る
い

は
土
壌
崩
壊
防
止
機
能
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
国
土
保
全
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
も
関
係
者
に
対
し
、
理

解
を
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。傍

聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い

市
議
会
は
、
3
月
、
6
月
、
９

月
、12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、

市
民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願

な
ど
を
審
議
し
ま
す
。傍
聴
席
は
、

市
役
所
西
館
６
階
に
あ
り
ま
す
の

で
、ご
自
由
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

議
会
事
務
局 

☎
23-

7
8
6
9
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年
に
１
回
、

狂
犬
病

予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

平
成
23
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
飼
い
犬
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

予
防
注
射
は
、
ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
近
く
の
公
民
館
ま
た
は
地
区
公
民
館
な

ど
で
都
合
に
合
わ
せ
て
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課　

☎
23-

2
1
3
0

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

山
之
口　

☎
57-

3
1
1
1

高　

城　

☎
58-

2
3
1
1

山　

田　

☎
64-

1
1
1
1

高　

崎　

☎
62-

1
1
1
1

本庁管内

４/11
㈪

東田野自治公民館 10：00～10：30
東折田代自治公民館 11：00～11：30
西折田代自治公民館 13：00～13：30
猪子石記念碑前 14：00～14：30

４/12
㈫

上馬渡自治公民館 10：00～10：30
夏尾市民センター 11：00～11：30
東牛之脛自治公民館 13：00～13：30
御池自治公民館 14：00～14：30

４/13
㈬

下川内自治公民館 10：00～10：30
上川内自治公民館 11：00～11：30
西岳地区公民館 13：00～13：30
荒川内自治公民館 14：00～14：30
渡司自治公民館 15：00～15：30

４/14
㈭

下川崎自治公民館 9：00～ 9：30
上川崎自治公民館 10：00～10：30
関之尾自治公民館 11：00～11：30
西区自治公民館 13：00～13：30
庄内地区公民館 14：00～15：00

４/15
㈮

今平自治公民館 9：00～ 9：30
莇自治公民館 10：00～10：30
平田自治公民館 11：00～11：30
宮島自治公民館 13：00～13：30
千草自治公民館 14：00～14：30
今屋自治公民館 15：00～15：30

４/19
㈫

源野自治公民館 9：00～ 9：30
大根田自治公民館 10：00～10：30
志比田自治公民館 11：00～11：30
片平自治公民館 13：00～13：30
宮丸自治公民館 14：00～14：30
小松原地区公民館
(地区体育館横) 15：00～15：30

４/20
㈬

北原自治公民館 9：00～ 9：30
中妻自治公民館 10：00～10：30
菖蒲原自治公民館 11：00～11：30
花繰自治公民館 13：00～13：30
妻ケ丘地区公民館 14：00～14：30
若葉自治公民館 15：00～15：30

４/21
㈭

弁済使自治公民館 9：00～ 9：30
小鷹自治公民館 10：00～10：30
竹町自治公民館 11：00～11：30
一万城東部自治公民館 13：00～13：30
一万城西部自治公民館 14：00～14：30
広原自治公民館 15：00～15：30

本庁管内

４/22
㈮

鷹尾一丁目自治公民館 9：00～ 9：30
北鷹尾自治公民館 10：00～10：30
五十市地区公民館 11：00～11：30
中尾自治公民館 13：00～13：30
狐塚自治公民館 14：00～14：30
平長谷自治公民館 15：00～15：30

４/26
㈫

都島自治公民館 9：00～ 9：30
ふるさとセンター
（大岩田玉利自治公民館横）10：00～10：30

横尾原自治公民館 11：00～11：30
上今町自治公民館 13：00～13：30
下今町自治公民館 14：00～14：30
原村自治公民館 15：00～15：30

４/27
㈬

久保原西自治公民館 9：00～ 9：30
上蓑原自治公民館 10：00～10：30
後蓑原自治公民館 11：00～11：30
下蓑原自治公民館 13：00～13：30
霧原自治公民館 14：00～14：30
サンアビリティーズ都城 15：00～15：30

４/28
㈭

今房自治公民館 9：00～ 9：30
表自治公民館 10：00～10：30
東加治屋自治公民館 11：00～11：30
和田自治公民館 13：00～13：30
横市地区公民館 14：00～15：00

５/10
㈫

都島公園
（陸軍墓地）駐車場 9：00～ 9：30

西町自治公民館 10：00～10：30
上町自治公民館 11：00～11：30
早鈴自治公民館 13：00～13：30
姫城自治公民館 14：00～14：30
甲斐元自治公民館 15：00～15：30

５/11
㈬

下長飯自治公民館 9：00～ 9：30
藤田自治公民館 10：00～10：30
下安久自治公民館 11：00～11：30
正応寺自治公民館 13：00～13：30
高野原自治公民館 14：00～14：30
豊満自治公民館 15：00～15：30

５/12
㈭

石原自治公民館 10：00～10：30
上安久自治公民館 11：00～11：30
益貫自治公民館 13：00～13：30
梅北麓自治公民館 14：00～14：30
女橋自治公民館 15：00～15：30

平
成
23
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と

飼
い
犬
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
発
病
す
る
と
、
死
亡
率
が

１
０
０
㌫
と
い
う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
に
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬

に
は
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
日
受
付
票
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

予
防
注
射
受
付
票
や
鑑
札
な
ど
の
登
録

が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
の
上
、
接

種
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
が
済
ん
で

い
な
い
犬
は
注
射
と
同
時
に
登
録
も
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
程
で
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
注
射

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
料

３
、０
０
０
円
（
年
１
回
）

登
録
料３

、０
０
０
円
（
生
涯
１
回
）

◎
注
意
事
項

●
 

予
防
注
射
受
付
票
は
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。
受
付
票

が
な
い
場
合
、
受
付
時
に
書
類
の
記

入
が
必
要
で
す

●
 

注
射
会
場
で
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
犬
を
制
御
し
て
く
だ
さ
い

●
 

体
調
の
悪
い
犬
、
ま
た
は
１
カ
月
以

内
に
注
射
を
し
た
ば
か
り
の
犬
に
つ

い
て
は
、
注
射
会
場
の
獣
医
師
ま
た

は
動
物
病
院
に
相
談
く
だ
さ
い
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本庁管内

５/13
㈮

大浦自治公民館 10：00～10：30
嫁坂自治公民館 11：00～11：30
払川自治公民館 13：00～13：30
川内自治公民館 14：00～14：30
雄児石自治公民館 15：00～15：30

５/17
㈫

立野自治公民館 9：00～ 9：30
早水自治公民館 10：00～10：30
年見自治公民館 11：00～11：30
千町自治公民館 13：00～13：30
並木自治公民館 14：00～14：30
上川東一丁目
自治公民館 15：00～15：30

５/18
㈬

川東墓地東入口 9：00～ 9：30
下川東自治公民館 10：00～10：30
祝吉地区公民館 11：00～11：30
祝吉自治公民館 13：00～13：30
南郡元三丁目
自治公民館 14：00～14：30

上郡元自治公民館 15：00～15：30

５/19
㈭

神之山自治公民館 9：00～ 9：30
松之元自治公民館 10：00～10：30
吉尾自治公民館 11：00～11：30
下金田自治公民館 13：00～13：30
中金田自治公民館 14：00～14：30
沖水地区公民館 15：00～15：30

５/20
㈮

高木自治公民館 10：00～11：00
太郎坊自治公民館 13：00～13：30
広瀬自治公民館 14：00～14：30
麓自治公民館
（野々美谷） 15：00～15：30

５/24
㈫

寿万寺自治公民館 10：00～10：30
崎田自治公民館 11：00～11：30
薄谷自治公民館 13：00～13：30
森田自治公民館 14：00～14：30
丸谷自治公民館 15：00～15：30

５/25
㈬

下水流３自治公民館 10：00～10：30
下水流１自治公民館 11：00～11：30
平原自治公民館 13：00～13：30
上水流東自治公民館 14：00～14：30

５/26
㈭

巣立自治公民館 10：00～10：30
岩満自治公民館 11：00～11：30
荒ヶ田自治公民館 13：00～13：30
志和池地区公民館 14：00～15：00

山之口総合支所管内

５/31
㈫

飛松公民館 9：00～ 9：30
青井岳（高野商店裏） 10：00～10：30
五反田公民館 11：00～11：30
永野地区公民館 13：00～13：30
六十田公民館 14：00～14：30
野上公民館 15：00～15：30

６/１
㈬

麓営農研修館 9：00～ 9：30
田原公民館 10：00～10：30
街区公民館 11：00～11：30
西向原公民館 13：00～13：30
下富吉地区体育館 14：00～14：30
上富吉地区体育館 15：00～15：30

６/２
㈭

桑原公民館 9：00～ 9：30
乗平公民館 10：00～10：30
正近公民館 11：00～11：30
前方公民館 13：00～13：30
川内公民館 14：00～14：30
山之口総合支所車庫前 15：00～15：30

高崎総合支所管内

６/６
㈪

栢木自治公民館 9：00～ 9：30
町倉自治公民館 10：00～10：30
谷川自治公民館 11：00～11：30
田平自治公民館 13：00～13：30
栗巣自治公民館 14：00～14：30
迫間自治公民館 15：00～15：30

６/７
㈫

松ケ水流自治公民館 9：00～ 9：30
東自治公民館 10：00～10：30
権堀牛繋留所 11：00～11：30
蔵元自治公民館 13：00～13：30
三和自治公民館 14：00～14：30
共和自治公民館 15：00～15：30

６/８
㈬

高坂自治公民館 9：00～ 9：30
原村自治公民館 10：00～10：30
牟礼水流自治公民館 11：00～11：30
上勢西自治公民館 13：00～13：30
鍋自治公民館 14：00～14：30
横谷自治公民館 15：00～15：30

６/９
㈭

大牟田地区体育館 9：00～ 9：30
荒場自治公民館 10：00～10：30
野平自治公民館 11：00～11：30
塚原自治公民館 13：00～13：30
小牧自治公民館 14：00～14：30
中轟自治公民館 15：00～15：30

６/10
㈮

炭床自治公民館 9：00～ 9：30
笛水教育集会所 10：00～10：30
後平自治公民館 11：00～11：30
木下自治公民館 13：00～13：30
吉村自治公民館 14：00～14：30
高崎総合支所
東側駐車場 15：00～15：30

山田総合支所管内

６/14
㈫

和田上自治公民館 9：00～ 9：30
田中自治公民館 10：00～10：30
毘砂丸自治公民館 11：00～11：30
万ヶ塚自治公民館 13：00～13：30
瀬茅自治公民館 14：00～14：30
牛谷自治公民館 15：00～15：30

６/15
㈬

石風呂自治公民館 9：00～ 9：30
平山自治公民館 10：00～10：30
中村自治公民館 11：00～11：30
長谷自治公民館 13：00～13：30
脇之馬場自治公民館 14：00～14：30
山田町体育館前 15：00～15：30

６/16
㈭

上是位川内自治公民館 9：00～ 9：30
下是位川内自治公民館 10：00～10：30
浜之段自治公民館 11：00～11：30
北田自治公民館 13：00～13：30
大古川自治公民館 14：00～14：30
竹脇自治公民館 15：00～15：30

６/17
㈮

古江自治公民館 9：00～ 9：30
山内二自治公民館 10：00～10：30
谷頭五自治公民館 11：00～11：30
谷頭二自治公民館 13：00～13：30
谷頭九自治公民館 14：00～14：30
谷頭
トレーニングセンター 15：00～15：30

高城総合支所管内

６/21
㈫

雀ヶ野公民館 9：00～ 9：30
高城地区公民館
四家分館 10：00～10：30

第18自治公民館 11：00～11：30
七瀬谷公民館 13：00～13：30
市野々公民館 14：00～14：30
高城農村改善センタ－ 15：00～15：30

６/22
㈬

田辺公民館 9：00～ 9：30
雁寺・八久保公民館 10：00～10：30
西久保公民館 11：00～11：30
第12自治公民館 13：00～13：30
第11自治公民館 14：00～14：30
石山体育センタ－ 15：00～15：30

６/23
㈭

上星原公民館 9：00～ 9：30
下星原公民館 10：00～10：30
豊広公民館 11：00～11：30
第９自治公民館 13：00～13：30
高城ふれあい武道館
（穂満坊） 14：00～14：30

高城総合支所
公用車駐車場 15：00～15：30

６/24
㈮

横原地区
コミュニティセンタ－ 9：00～ 9：30

勤労青少年ホ－ム 10：00～10：30
第３自治公民館 11：00～11：30
高城原
ふれあいスポ－ツ館 13：00～13：30

第１自治公民館 14：00～14：30
第２自治公民館 15：00～15：30

総合支所管内

６/19
㈰

山田総合支所車庫前 9：00～10：00
高崎総合支所
東側駐車場 10：30～11：30

６/26
㈰

山之口総合支所車庫前 13：00～14：00
高城総合支所
公用車駐車場 14：30～15：30

市内全域
６/26
㈰ 都城保健所 9：00～12：00

あなたのペットは迷惑をかけていませんか？
適切でない飼い方は、近所だけでなく地域の皆さんに迷惑を掛けるこ
とになります。
飼い主は、ただかわいがるだけでなく、犬や猫の本能や習性をよく理
解し、まわりに迷惑をかけないようにマナーを守りましょう。

本庁管内全域

４/24
㈰

庄内地区公民館 9：00～ 9：30
横市地区公民館 10：00～10：30
五十市地区公民館 11：00～11：30
小松原地区公民館 13：00～13：30
妻ケ丘地区公民館 14：00～14：30
上長飯霊地公園
北側駐車場 15：00～15：30

５/29
㈰

祝吉地区公民館 9：00～ 9：30
沖水地区公民館 10：00～10：30
志和池地区公民館 11：00～11：30
中郷地区公民館 13：00～13：30
都城市役所第２駐車場
（図書館向かい側） 14：00～15：00

■各地区の日程で都合の悪い人は
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敬
老
特
別
乗
車
券

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
高
め
、
外
出

な
ど
の
自
主
的
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
宮
崎
交
通
、
鹿
児
島
交
通
、

高
崎
観
光
バ
ス
の
い
ず
れ
か
の
乗
車
券

を
交
付
し
ま
す
。

● 

対
象　

市
内
在
住
の
満
70
歳
以
上
の

人
●
乗
車
区
域　

市
全
域

※
高
速
バ
ス
、
特
急
バ
ス
は
利
用
不
可

●
利
用
者
負
担

１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０
円

●
交
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜

●
手
数
料　

１
人
１
、０
０
０
円

●
手
続
き
窓
口　

福
祉
課
、
各
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
新
規
の
人
】

６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
横

２
・
５
㌢
×
縦
３
㌢
、
脱
帽
、
顔
が
鮮

明
に
写
っ
て
い
る
も
の
）、
保
険
証
・

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書　

※
代
理
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

【
更
新
の
人
】

現
在
持
っ
て
い
る
バ
ス
券　

※ 

手
続
き
は
代
理
で
も
で
き
ま
す
が
、

バ
ス
券
の
紛
失
や
記
載
事
項
の
変
更

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
再
発
行
に
な

り
、
新
規
と
同
じ
手
続
き
が
必
要
で

す
。
そ
の
場
合
は
、
代
理
手
続
き
は

で
き
ま
せ
ん

●
そ
の
他

有
効
期
限
が
平
成
23
年
３
月
31
日
の
バ

ス
券
は
４
月
中
は
使
用
で
き
ま
す
が
、

５
月
か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券

高
齢
者
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め

に
、
市
内
５
カ
所
の
施
設
で
利
用
で
き

る
共
通
割
引
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
昭
和
22
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
】

●
交
付
場
所

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※ 

４
月
13
日
㈬
か
ら
15
日
㈮
ま
で
の
間

は
、
小
松
原
・
横
市
・
祝
吉
・
妻
ケ

丘
地
区
公
民
館
お
よ
び
長
寿
館
で
交

付
で
き
ま
す

【
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
1
・
2
級
）、
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
1
・
2

級
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
主
た

る
介
助
者
】

●
交
付
場
所

福
祉
課
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

※ 

各
地
区
公
民
館
で
は
交
付
で
き
ま
せ

ん

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

【
本
人
申
請
】　

印
鑑
、
身
分
証
明
書

【
代
理
申
請
】

委
任
状
ま
た
は
交
付
対
象
者
の
身
分
証

明
書
、交
付
対
象
者
と
代
理
人
の
印
鑑
、

代
理
人
の
身
分
証
明
書

※ 

身
分
証
明
書
と
は
、
保
険
証
、
運
転

免
許
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

【
身
体
障
害
者
・
療
育
・
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
に
よ
る
申
請
】

交
付
対
象
者
の
印
鑑
（
代
理
申
請
は
交

付
対
象
者
と
代
理
人
の
印
鑑
）、
交
付

対
象
者
の
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
。
介

助
者
の
分
を
申
請
す
る
場
合
は
介
助
者

の
印
鑑

※
印
鑑
は
、
ス
タ
ン
プ
式
印
鑑
を
除
く

●
そ
の
他

期
限
の
切
れ
た
利
用
割
引
券
の
回
収

は
、
温
泉
施
設
で
は
行
い
ま
せ
ん
。
手

続
き
の
際
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

４
月
１
日
か
ら

敬
老
特
別
乗
車
券（
敬
老
バ
ス
券
）と

健
康
増
進
施
設
利
用
割
引
券（
利
用
割
引
券
）の

更
新・交
付
手
続
き
が
始
ま
り
ま
す。

■各地区公民館の交付日程
４月13日㈬　9：30～11：30
小松原地区公民館
４月13日㈬ 13：30～15：30
横市地区公民館
４月14日㈭　9：30～11：30
祝吉地区公民館
４月14日㈭ 13：30～15：30
長寿館
４月15日㈮　9：30～11：30
妻ケ丘地区公民館

※ 敬老バス券および利用割引券を
同時に交付します

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23-

3
1
0
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選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人

今
回
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る

人
は
、次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
で
す
。

●
住
所
要
件　

平
成
22
年
12
月
31
日
以

前
か
ら
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、

登
録
日
の
３
月
31
日
現
在
、
引
き
続
き

市
内
に
住
ん
で
い
る
人

※ 

１
月
１
日
以
降
に
県
内
の
他
市
町
村

か
ら
転
入
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
県
外
転
出
者
は
投
票
不
可
。
投

票
方
法
に
つ
い
て
は
選
挙
管
理
委
員

会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

●
年
齢
要
件　

平
成
３
年
４
月
11
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

投
票
所
入
場
整
理
券
の
郵
送

入
場
整
理
券
は
３
月
18
日
現
在
で
作

成
し
、
３
月
下
旬
に
郵
送
す
る
予
定
で

す
。
３
月
19
日
以
降
の
転
居
や
戸
籍
の

異
動
な
ど
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

入
場
整
理
券
を
持
参
す
る
と
期
日
前

投
票
や
投
票
日
当
日
の
手
続
き
が
簡
単

で
す
。
な
お
、
入
場
整
理
券
が
な
く
て

も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
所
定
の
投
票
所

で
そ
の
旨
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

開
票　
午
後
９
時
20
分
か
ら
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
即
日
開
票
し
ま

す
。
市
内
在
住
の
選
挙
人
に
限
り
、
開

票
の
参
観
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報

選
挙
公
報
は
、
４
月
５
日
㈫
に
新
聞

折
り
込
み
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。
市

役
所
や
各
総
合
支
所
、
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
、
地
区
公
民
館
、
銀
行
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
一
部
な
ど
に
も
備

え
置
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
郵

送
希
望
の
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所

市
内
の
94
投
票
所
で
投
票
が
行
わ
れ

ま
す
。
必
ず
投
票
所
入
場
整
理
券
で
場

所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

階
段
や
段
差
が
あ
る
投
票
所
に
は
、

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
改
善

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
未
整
備
の
所
も

あ
り
ま
す
。
介
添
え
な
ど
が
必
要
な
人

は
、
投
票
所
の
係
員
に
気
軽
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人
で
、
法
令
で
定
め
る

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
や
介
護
保
険

被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が

「
要
介
護
５
」
の
人
は
、
郵
便
に
よ
り

自
宅
で
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す

が
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
済
ん
だ
人
は
４
月
６
日
㈬

ま
で
に
請
求
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
書
で
き
る
こ
と
な
ど
の
制
限
あ
り

指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病

院
や
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
入
院
・
入

所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
病
院
な
ど
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
早
め

に
病
院
な
ど
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

〈期日前投票〉
投票日当日に仕事やレジャー、冠婚葬
祭などの用務があるなど、一定の理由に
該当すると見込まれる人は期日前投票が
できます。
投票はどの期日前投票所でもできます
が、地区公民館は一部時間が異なります
ので、注意してください。
期日前投票の際には、「投票用紙請求

書兼宣誓書」の提出が必要ですので、備
え付けの用紙に理由や氏名などの記載を
お願いします。

〈期日前投票の投票所および日程〉
●投票所
コミュニティセンター（市立美術館前）
山之口・高城・高崎総合支所、山田総
合センター
沖水・志和池・庄内・西岳・中郷地区
公民館
●期間　４月２日㈯～９日㈯
●時間　午前８時30分～午後８時
※西岳地区公民館は午後６時まで

４月10日㈰は
宮崎県議会議員選挙
の投票日

県民の代表を選ぶ重要な選挙です。
明るく住みよい地域をつくるため、
一人一人の大切な一票を無駄にすることなく、
必ず投票しましょう。
◎問い合わせ　選挙管理委員会　☎23-7864

※ 西岳地区全域、中郷地区の石原、
尾平野、高城地区の有水、田辺、
岩屋野、四家、高崎地区の江平
は午後７時まで、山之口地区の
永野、青井岳、高崎地区の前田、
迫間、栢

かやのき

木、小牧、笛水は午後
６時まで、山之口地区の飛松は
午後５時までとなりますので注
意してください

●投票は
午前7時～午後8時
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畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
へ

① 

農
場
へ
の
出
入
り
制
限
や
出
入
り
口

で
の
車
両
な
ど
の
消
毒
、
畜
舎
内
に

入
る
時
の
長
靴
の
踏
み
込
み
消
毒
な

ど
の
徹
底
を
し
て
く
だ
さ
い

② 

外
部
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス
の
持
ち
込
み

を
防
ぐ
た
め
に
、
畜
舎
専
用
の
長
靴

へ
の
履
き
替
え
、
作
業
着
の
着
替
え

な
ど
の
徹
底
を
し
て
く
だ
さ
い

市
民
の
皆
さ
ん
へ

① 

特
に
必
要
が
あ
る
場
合
以
外
は
農
場

に
は
近
づ
か
ず
、
や
む
を
得
ず
出
入

り
す
る
場
合
は
、
消
毒
な
ど
の
防
疫

措
置
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い

② 

特
に
口
蹄
疫
が
発
生
し
て
い
る
韓
国

や
中
国
、
台
湾
な
ど
へ
渡
航
し
た
人

（
携
行
品
な
ど
を
含
む
）
は
、
帰
国

後
し
ば
ら
く
は
畜
産
農
家
と
接
触
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

③ 

自
宅
で
鶏
（
愛
玩
鳥
を
含
む
）
を
飼

育
し
て
い
る
人
は
、
野
鳥
や
野
鳥
の

ふ
ん
が
小
屋
に
入
ら
な
い
対
策
を
行

っ
て
く
だ
さ
い

学
校
教
育
の
基
準
と
な
る
学
習
指
導
要

領
が
改
訂
さ
れ
、
小
学
校
は
平
成
23
年

度
か
ら
、
ま
た
、
中
学
校
は
平
成
24
年

度
か
ら
授
業
時
間
数
が
増
え
ま
す
。

本
年
度
試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
見
直

し
案
を
再
検
討
し
、
平
成
23
年
度
か
ら

の
小
・
中
学
校
の
長
期
休
業
日
を
下
記

の
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。Q

ど
の
く
ら
い

授
業
時
間
が
増
え
る
の
？

小
学
１
・
２
年
生
で
週
２
時
間
、
小

学
３
年
生
か
ら
中
学
生
は
週
１
時
間
、

授
業
時
間
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
夏
休
み
な
ど
の
長
期

休
業
を
見
直
し
て
、
授
業
日
数
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

Q
ど
う
し
て
今
年
の

見
直
し
案
を
変
更
す
る
の
？

残
暑
が
厳
し
く
、
子
ど
も
た
ち
の
健

康
へ
の
配
慮
が
必
要
な
た
め
、
本
年
度

よ
り
も
夏
休
み
を
長
く
し
ま
す
。

鶏
肉
や
卵
の
安
全
性
に
つ
い
て

鶏
の
肉
や
卵
を
食
べ
て
、
人
が
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
例
は
世
界

的
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

流
通
・
販
売
に
つ
い
て
は
、
食
肉
衛

生
検
査
所
な
ど
で
厳
し
い
検
査
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
感
染
し
た
鶏
の
肉
や

卵
が
市
場
に
出
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

養
鶏
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
鶏
の
観

察
を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
5

羽
以
上
ま
と
ま
っ
て
死
ん
で
い
た

り
、
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
り
す
る
な

ど
の
異
常
が
確
認
さ
れ
た
時
や
、
死

亡
羽
数
が
通
常
の
２
倍
以
上
の
時
に

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
関
係
機
関

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

死
ん
で
い
る
野
鳥
を
発
見
し
た
場
合

も
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
宮
崎
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
62-

5
1
5
1

口
蹄
疫・
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

日
本
で
は
、口
蹄
疫
清
浄
国
へ
の
復
帰
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、韓
国
で
は
依
然
と
し
て
感

染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、交
流
の
盛
ん
な
日
本
へ
い
つ
入
っ
て
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
県
内
で
発
生
し
、渡
り
鳥
が
い
な
く
な
る
時
期
ま

で
は
危
険
な
状
況
が
続
き
ま
す
。
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
、防
疫
対
策
の
確
認
と
徹
底
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

畜
産
課　

☎
23-

2
7
6
9

市
内
の
小
・
中
学
校
の

長
期
休
業
が
変
わ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

☎
23-

9
5
4
4

■
平
成
23
年
度
各
学
期
の
日
程

1
学
期　

始
業
式　

4
月
6
日
㈬

　
　
　
　

終
業
式　

7
月
22
日
㈮

2
学
期　

始
業
式　

8
月
29
日
㈪

　
　
　
　

終
業
式　

12
月
26
日
㈪

3
学
期　

始
業
式　

1
月
10
日
㈫

　
　
　
　

修
了
式　

3
月
26
日
㈪

※ 

入
学
式
や
卒
業
式
に
つ
い
て
は
、
各

学
校
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

長期休業名 平成22年度（試行） 平成23年度以降

春季休業
４月１日を起算日
とし、土・日曜日
を除く４日間

４月１日を起算日
とし、土・日曜日
を除く３日間

夏季休業 ７月23日から
８月24日まで

７月23日から
８月28日まで

冬季休業 12月27日から
１月６日まで

12月27日から
１月６日まで

学年末休業 ３月27日から
３月31日まで

３月27日から
３月31日まで
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ごみ収集カレンダー（表面）
※本庁管内は日程表

ごみ収集カレンダー（裏面）
家庭ごみの出し方・分け方

3
月
26
日
㈯
〜
4
月
3
日
㈰

住
所
異
動
に
関
係
す
る
受
付
窓
口
を

臨
時
的
に
開
設
し
ま
す

新
し
く
な
り
ま
し
た

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー（
日
程
表
）

•住所異動届け出の受け付け
•各種証明の発行
• 印鑑登録証の申請受け付け、交
付

市民課
☎23-2128

手続き可能な業務内容

毎
年
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
ご
み
収

集
日
程
表
が
平
成
23
年
度
か
ら
広
告
入

り
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
変
わ
り

ま
す
。各
家
庭
で
掲
示
す
る
な
ど
し
て
、

決
め
ら
れ
た
日
に
、
分
別
方
法
を
守
っ

て
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

環
境
業
務
課

☎
24-

5
5
6
0

広
告
入
り
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で

作
製
費
を
削
減
し
ま
し
た

平
成
23
年
度
用
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
（
日
程
表
）
は
、
広
告
主
の
協
賛

に
よ
り
、
広
告
代
理
店
を
介
し
て
無
償

で
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
、
市
が
使
う
封
筒
に
広

告
を
掲
載
し
た
も
の
を
寄
付
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
広
報
紙
に
広
告
を
掲
載
し

た
り
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
進
め
、
新
た
な
財
源
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
治
公
民
館
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
各
自
治

公
民
館
を
通
じ
て
３
月
に
配
布
し
ま
す
。

各
家
庭
に
届
い
た
ら
ひ
も
で
つ
る
す
な

ど
し
て
ご
み
出
し
日
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
最
近
、
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
を

守
ら
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
カ
レ

ン
ダ
ー
裏
面
の「
家
庭
ご
み
の
出
し
方
・

分
け
方
」
を
参
考
に
し
て
、
ル
ー
ル
に

従
っ
て
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

• 住所異動に関する国民健康保険
の資格取得届および喪失届の受
け付け

• 住所異動に関する後期高齢者医
療の資格取得届および喪失届の
受け付け

• 住所異動に関する国民年金関係
届け出の受け付け

保険年金課
☎23-2127

• 住所異動に関する乳幼児医療費
助成、母子父子医療費助成、児
童手当などの諸申請の受け付け

• ほかの市町村から都城市に異動
した人への妊婦乳児健康診査受
診票、予防接種ノートの交付

こども課
☎23-2684

• 住所異動に関する保育の実施お
よび解除、転園などの事務

保育課
☎23-4894

※ 戸籍の届け出は、警備員室で行います。また、
届け出および証明書の発行の際は窓口で本人
確認を行っています

3
月
下
旬
か
ら
4
月
上
旬
は
、
転
入
者

や
転
出
者
が
多
い
た
め
、
通
常
の
窓
口

業
務
時
間
以
外
に
も
手
続
き
が
で
き
る

よ
う
に
、
本
庁
の
受
付
窓
口
を
臨
時
的

に
開
設
し
ま
す
。

●
開
設
す
る
課

本
庁
の
市
民
課
、
保
険
年
金
課
、
こ

ど
も
課
、
保
育
課

※ 

各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
日
の
時
間
延
長
お
よ
び

土
・
日
曜
日
の
開
庁
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん

●
手
続
き
可
能
な
期
間
・
時
間

３
月
26
日
㈯
〜
４
月
３
日
㈰

◎
月
〜
金
曜
日

19
時
ま
で
時
間
延
長

◎
土
・
日
曜
日

９
時
か
ら
17
時
ま
で

●
注
意

左
記
以
外
の
業
務
は
、
取
り
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
手
続
き
可
能
な
業

務
で
も
、
他
市
町
村
や
関
係
機
関
へ
の

問
い
合
わ
せ
が
必
要
な
申
請
・
届
け
出

な
ど
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
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今
年
還
暦
を
迎
え
る
伝
統
の
レ
ー
ス

第
60
回
成
人
記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

新
春
の
都
城
路
を
駆
け
抜
け
る
成
人

記
念
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
１
月
16
日
都
城

市
陸
上
競
技
場
を
発
着
と
す
る
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
60
回
を

数
え
る
伝
統
の
大
会
に
、
今
回
は
小
学

３
年
生
か
ら
71
歳
ま
で
の
５
５
１
人
の

市
民
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。
距
離
別
、
年

齢
別
で
健
脚
を
競
い
合
う
選
手
ら
に
沿

道
か
ら
温
か
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
５
㌔
の
部
に
息
子
の
大
樹
君
と

参
加
し
た
田
中
勉
さ
ん
（
上
長
飯
町
）

は
「
ペ
ー
ス
が
速
く
、
き
つ
か
っ
た
で

す
が
、
親
子
そ
ろ
っ
て
大
会
に
出
ら
れ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
」
と
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
国
を
ま
わ
ー
る
ど

ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
こ
の
じ
ょ
う

海
外
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ス
タ
が
１
月
22
日
、

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
に
い
る
外
国
語
指
導
助
手

や
国
際
交
流
員
な
ど
が
出
身
地
12
カ
国

を
紹
介
。
モ
ン
ゴ
ル
の
ブ
ー
ス
で
は
昔

話
を
紙
芝
居
に
し
て
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、
モ
ロ
ッ
コ
王
国
の
ブ
ー
ス
で
は
ヘ

ナ
と
い
う
草
を
染
料
と
し
た
ボ
デ
ィ
ペ

イ
ン
ト
が
体
験
で
き
、
訪
れ
た
家
族
連

れ
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
吉
川

匠
く
ん
（
大
王
小
４
年
）
は
「
パ
ズ
ル

で
イ
ギ
リ
ス
の
地
図
を
覚
え
た
の
で
、

大
人
に
な
っ
た
ら
行
っ
て
み
た
い
」
と

笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

難
コ
ー
ス
に
悪
戦
苦
闘

都
城
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

競
技
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
域
を
越

え
て
交
流
や
互
い
の
親
睦
を
深
め
よ
う

と
、
都
城
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
大
会

が
１
月
27
日
、
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
県
内

外
か
ら
愛
好
家
１
１
２
人
が
参
加
。
参

加
者
ら
は
、
起
伏
の
あ
る
難
し
い
コ
ー

ス
に
挑
み
な
が
ら
自
慢
の
腕
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。
健
康
増
進
の
た
め
８
年

前
に
退
職
仲
間
と
始
め
た
、
稲
木
弘
さ

ん
（
志
布
志
市
）
は
「
今
は
週
４
回
ほ

ど
練
習
し
て
い
ま
す
。
体
力
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し

て
い
ま
す
」
と
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
話

し
て
い
ま
し
た
。

都
城
の
歴
史
的
資
料
を
守
る

都
城
島
津
邸
防
火
訓
練

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、
都
城
島
津
邸
で
防
火
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
建
造
物
が
市

指
定
文
化
財
で
あ
る
都
城
島
津
邸
。
ま

た
、
国
重
要
文
化
財
で
あ
る
紺
糸
威
紫

白し
ろ

肩か
た

裾す
そ

胴ど
う

丸ま
る

大
袖
付
な
ど
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
事
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
る
た
め
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
職
員
ら
に
よ
る
初
期

消
火
や
来
場
者
の
避
難
誘
導
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
消
防
署
か
ら
は
は
し
ご
車
な

ど
も
参
加
し
、
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
訓
練
に
あ
た
っ
た
中
島
館
長
は

「
避
難
経
路
や
連
絡
体
制
の
確
認
が
と

れ
て
良
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

まちの
話題

こ
ん
い
と
お
ど
し
む
ら
さ
き
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Miyakonojo City Topics

ス
テ
キ
な
趣
味
の
輪
が
広
が
る

キ
ラ
リ
☆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

生
涯
学
習
講
座
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

導
者
と
そ
の
受
講
者
ら
に
よ
る
発
表
会

「
キ
ラ
リ
☆
生
涯
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が

１
月
29
日
・
30
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
舞

踊
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
な
ど
、
56
組

の
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
た
ほ
か
、
ロ
ビ
ー
で
は
作
品

展
も
行
わ
れ
、
手
芸
品
や
工
芸
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
出
演
し
た
金
丸

良
子
さ
ん
（
菖
蒲
原
町
）
は
「
友
達
も

増
え
、
毎
回
の
練
習
が
楽
し
み
で
す
。

趣
味
の
幅
が
広
が
り
、
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
な
が
ら
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
流
選
手
も
基
本
が
大
切

村
田
兆
治
さ
ん
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室

子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
の
技
に
触
れ
て

も
ら
う
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
が
１
月
29

日
、
元
ロ
ッ
テ
オ
リ
オ
ン
ズ
の
村
田
兆

治
さ
ん
を
招
い
て
姫
城
地
区
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
活
動
す
る
少

年
野
球
５
チ
ー
ム
の
１
０
０
人
が
参

加
。
村
田
さ
ん
が
「
一
つ
一
つ
の
基
本

を
忘
れ
ず
に
努
力
を
す
る
こ
と
が
大

事
」
と
話
し
、
礼
儀
や
け
が
を
少
な
く

す
る
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
の
仕
方
を
指

導
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
役
時
代
を
ほ

う
ふ
つ
と
さ
せ
る
投
球
ホ
ー
ム
で
あ
る

ま
さ
か
り
投
法
を
披
露
す
る
と
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

商
家
の
ひ
な
ま
つ
り

商
家
の
ひ
な
ま
つ
り
が
２
月
19
日
、

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館
で
始
ま

り
ま
し
た
。
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
、

階
段
や
縁
側
な
ど
に
70
セ
ッ
ト
、
約

８
０
０
体
の
人
形
を
展
示
。
後
藤
家
に

伝
わ
る
古
い
人
形
や
明
治
時
代
の
着

物
、
町
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ひ
な
飾
り

な
ど
が
建
物
内
を
華
や
か
に
彩
り
、
訪

れ
た
家
族
連
れ
ら
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
友
人
宅
に

遊
び
に
き
て
い
た
陳チ

ン

・
サ
マ
ン
サ
さ

ん
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
は
「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
女
の
子
を
祝
う
伝
統
的

な
行
事
が
な
い
の
で
う
ら
や
ま
し
い
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
五
の
夢
、そ
し
て
誓
い

立
志
の
つ
ど
い

次
世
代
を
担
う
若
者
と
し
て
の
自
覚

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
立
志
の
集
い

が
、
２
月
３
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
市

内
の
各
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２

月
17
日
に
開
か
れ
た
庄
内
中
学
校
の
立

志
の
集
い
に
は
、２
年
生
89
人
が
出
席
。

式
で
は
、
立
志
に
当
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

る
中
、
そ
の
目
標
を
掲
げ
た
理
由
を
保

護
者
に
向
か
っ
て
生
徒
全
員
が
発
表
し

ま
し
た
。
ま
た
、
発
表
後
に
は
宮
崎
シ

ャ
イ
ニ
ン
グ
サ
ン
ズ
代
表
の
鎌
田
俊
作

さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
、
立
志
を
迎
え

た
子
供
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください
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上
田
助
産
院　

院
長

ま
ざ
ま
な
相
談
を
す
る
場
が
な
か
っ

た
」
と
い
う
理
由
か
ら
平
成
５
年
の
当

時
に
は
珍
し
か
っ
た
母
乳
外
来｢

お
っ

ぱ
い
相
談｣

を
開
設
。
ま
た
、
平
成
10

年
に
は
母
親
同
士
が
日
ご
ろ
の
育
児
に

対
す
る
悩
み
を
話
せ
る
乳
児
サ
ー
ク
ル

「
母
と
子
の
つ
ど
い
」
を
始
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
口
コ
ミ
で
広
が
り

現
在
で
は
、
ほ
か
の
産
婦
人
科
で
出
産

し
た
人
で
も
参
加
で
き
る
こ
と
か
ら
市

内
は
も
ち
ろ
ん
霧
島
市
や
宮
崎
市
な
ど

か
ら
多
い
時
に
は
30
組
を
超
え
る
親
子

が
乳
児
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
ま

す
。30

年
以
上
も
助
産
師
と
し
て
活
動
を

し
て
き
た
上
田
さ
ん
で
す
が
、
時
代
と

と
も
に
開
業
助
産
師
の
数
も
減
少
し
市

内
で
一
軒
し
か
な
か
っ
た
時
期
に
も
直

面
。
そ
う
し
た
時
期
に
も
地
域
に
根
ざ

し
た
助
産
師
活
動
に
信
念
を
持
っ
て
続

け
た
結
果
、
平
成
４
年
に
「
母
子
保
健

奨
励
賞
」、
平
成
22
年
に
は
「
医
療
功

労
賞
」
を
受
賞
し
、
そ
れ
を
励
み
と
し

て
ま
す
ま
す
精
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
、
妊
娠
や
出
産
、
育
児
に

対
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
て
、
き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
母
親
と
の
信
頼
関

係
を
探
る
た
め
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
東
洋
医
学
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
受
講
し
努
力
を

惜
し
み
ま
せ
ん
。

「
お
母
さ
ん
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
出
産
、
楽
し
い
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
役

で
あ
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

産
婦
人
科
と
連
携
し
、
女
性
の
出

産
の
介
助
を
は
じ
め
、
産
後
の

ケ
ア
や
助
言
な
ど
を
行
う
助
産
師
。
今

ま
で
に
約
３
、０
０
０
人
の
分
べ
ん
に

立
ち
会
い
、
出
産
後
も
育
児
の
相
談
に

も
応
じ
る
な
ど
親
子
の
相
談
役
と
し
て

活
動
し
て
い
る
の
が
上
田
の
ぶ
子
さ
ん

（
南
鷹
尾
町
・
61
歳
）
で
す
。

保
健
所
な
ど
の
勤
務
を
経
て
、
昭
和

54
年
４
月
に
自
然
分
べ
ん
の
介
助
に
あ

た
る
上
田
助
産
院
を
開
業
。｢

お
母
さ

ん
た
ち
が
授
乳
の
仕
方
や
育
児
な
ど
さ

上か
ん

田だ

の
ぶ
子
さ
ん

出
産
か
ら
育
児
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
役
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「
夢
いっ
ぱ
い、笑
顔
いっ
ぱ
い、

感
動
いっ
ぱ
い
」の

沖
水
小
学
校

６
年　

右
松　

愛あ
い

梨り

さ
ん

６
年　

鳥
井
元
如ゆ
き

葉は

さ
ん

私
た
ち
の
大
好
き
な
沖
水
小
学
校

は
、
全
校
児
童
８
４
９
人
、
市
内
一

の
マ
ン
モ
ス
校
で
、
元
気
が
よ
く
と

て
も
明
る
い
学
校
で
す
。

本
校
で
は
、
去
年
よ
り
た
く
さ
ん

の
本
を
読
も
う
と
読
書
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
で
危
険

と
思
わ
れ
る
場
所
に
は
、
見
守
り
隊

の
人
が
立
ち
、
私
た
ち
の
安
全
を
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
地
域
と
学
校
が
結
び
付
き
、
私

た
ち
は
毎
日
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
守
り
隊

の
人
と
交
わ
す
元
気
の
い
い
あ
い
さ

つ
も
、
沖
水
小
学
校
の
す
て
き
な
と

こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
沖
水
小
学
校
で
は
、
清

掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
６
年
生
は
、
毎
朝
交
代

で
校
庭
な
ど
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま

す
。
毎
朝
学
校
に
来
る
全
校
児
童
を

最
初
に
迎
え
て
く
れ
る
校
門
な
ど
が

き
れ
い
だ
と
、
朝
か
ら
と
て
も
心
が

す
っ
き
り
し
て
気
持
ち
い
い
で
す
。

全
校
児
童
８
４
９
人
、
一
人
一
人

が
「
夢
い
っ
ぱ
い
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
、

感
動
い
っ
ぱ
い
」
を
合
言
葉
に
学
校

生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
沖
水
小
に
来
て
く

だ
さ
い
。

沖
水
小
学
校

太
郎
坊
町
1
9
7
9
番
地　

☎
38-

1
3
3
0

「
や
っ
ぱ
も
う
一
回
関
東
戻
っ
て

修
行
し
て
く
る
！
」

５
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
、
母
と

飲
食
店
を
開
く
目
的
で
帰
省
し
た
僕

は
、
再
び
上
京
す
る
決
断
を
し
ま
し

た
。
母
と
自
分
に
と
っ
て
の
理
想
の

お
店
を
開
く
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ

力
不
足
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

口
蹄
疫
問
題
が
深
刻
化
し
た
の
は

関
東
に
来
て
す
ぐ
の
こ
ろ
で
し
た
。

今
は
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
自
分

に
何
度
も
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
も
、

故
郷
が
危
機
的
状
況
な
の
に
何
も
で

き
な
い
自
分
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
２
カ
月
に

渡
る
苦
悩
の
末
、『
み
や
ざ
き
虹
か

け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
発
足
し
、関
東

か
ら
宮
崎
へ
、
少
し
で
も
元
気
を
届

け
た
い
と
の
想
い
で
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成

功
に
終
わ
り
、
今
年
は
さ
ら
に
面
白

い
活
動
に
つ
な
げ
て
い
け
そ
う
で
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
新
燃
岳
の

噴
火
、
災
難
続
き
で
心
が
折
れ
そ
う

な
方
々
が
地
元
に
は
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
遠

く
離
れ
た
こ
の
地
に
も
故
郷
の
無
事

を
祈
る
沢
山
の
仲
間
が
い
る
こ
と
だ

け
は
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
で
す
。

「
偉
れ
な
れ
ね
」
５
年
前
、祖
父
が

亡
く
な
る
前
に
僕
に
言
い
残
し
た
言

葉
で
す
。
じ
い
ち
ゃ
ん
が
望
む
ほ
ど

立
派
な
人
間
に
は
な
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
自
分
の
持
て
る
す
べ

て
の
力
を
使
っ
て
、
今
ま
で
出
逢
っ

て
く
れ
た
人
た
ち
と
愛
す
る
故
郷
へ
、

最
大
限
の
恩
返
し
を
す
る
と
い
う
形

で
そ
の
願
い
に
応
え
た
い
で
す
。

出
で

逢
あ

ってくれたすべての人と
愛する故郷に最大限の恩返しがしたい

戸越　正路さん

戸
と

越
ごえ

正
まさ

路
み

◎プロフィル
昭和59年6月28日生まれ。山田町出身
国立都城工業高等専門学校卒業
関東から宮崎に元気を届けるプロジェクト!!
「みやざき虹かけプロジェクト」代表

◎
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

「
開
校
百
周
年
記
念
碑
」

お
大
き
な
夢
を
持
っ
て
勉
強
す
る
子
ど
も

き
決
ま
り
を
守
り
、優
し
い
こ
ど
も

み

自
ら
進
ん
で
行
動
す
る
子
ど
も
が
合

言
葉
で
す

こ
の
記
念
碑
は
私
た
ち
の
伝
統
の
証
し
で
す
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募　

集

都
城
市
奨
学
生

●
対
象

① 

奨
学
金
の
貸
与
申
請
の
提
出
期
限
日
に

お
い
て
、
保
護
者
が
２
年
以
上
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人

② 

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
校
、
中
等

教
育
学
校
（
後
期
課
程
）、高
専
、大
学
、

短
大
、
専
修
学
校
（
高
等
課
程
ま
た
は

専
門
課
程
）
に
在
学
す
る
人

※
通
信
制
・
定
時
制
課
程
は
除
く

③ 

学
資
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

人
④ 

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生
（
専
門
課

程
）
は
、
㈶
都
城
育
英
会
か
ら
奨
学
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

※
併
願
は
可

●
無
利
子
貸
与
額
・
採
用
予
定
人
数

【
高
校
・
高
専
・
中
等
教
育
学
校
・
専
修

学
校
生
（
高
等
課
程
）】

月
額
１
万
円
、
22
人

【
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
生（
専
門
課
程
）】

月
額
２
万
５
、０
０
０
円
、
24
人

※ 

高
校
生
な
ど
を
対
象
と
し
た
給
付
の
奨

学
金
（
月
額
８
、０
０
０
円
）
は
廃
止

し
ま
し
た

●
提
出
書
類　

奨
学
金
貸
与
申
請
書
、
奨

学
生
推
薦
調
書
、
住
民
票
謄
本
、
在
学
証

明
書
、
平
成
22
年
分
の
所
得
を
証
明
す
る

書
類
な
ど

●
書
類
配
布
場
所　

学
校
教
育
課
、
各
総

合
支
所
教
育
課
、各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
内
の
各
中
学
校
・
高
校

問　

４
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬
に
、
学
校

教
育
課　

☎
23-

２
１
６
１

平
成
23
年
度
県
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭

陸
上
競
技
都
城
市
予
選
会

●
日
時　

４
月
10
日
㈰　

９
時
〜

●
会
場　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
競
技
種
目

【
男
子
】　

１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
・
１
、

５
０
０
㍍
・
３
、０
０
０
㍍
・
５
、０
０
０

㍍
、
走
り
高
跳
び
・
走
り
幅
跳
び
・
砲
丸

投
げ
、
円
盤
投
げ

【
女
子
】　

１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
・
２
、

０
０
０
㍍
、
走
り
高
跳
び
、
走
り
幅
跳
び
、

砲
丸
投
げ
、
円
盤
投
げ

●
年
齢
区
分　

29
歳
以
下
、
30
〜
39
歳
、

40
〜
44
歳
、
45
〜
49
歳
、
50
〜
54
歳
、
55

〜
59
歳
、
60
〜
64
歳
、
65
〜
69
歳
、
70
〜

74
歳
、
75
歳
以
上

※
女
子
の
部
は
若
干
異
な
り
ま
す

問　

３
月
31
日
㈭
ま
で
に
市
陸
上
競
技

協
会

☎
０
９
０-

８
３
５
２-

８
９
２
５

 

47-

１
０
７
２
（
田
爪
）

都
城
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
協
議
会

会
員
募
集

本
会
に
加
入
す
る
と
、
子
育
て
や
仕
事

に
関
す
る
悩
み
の
相
談
や
無
料
で
受
け
ら

れ
る
資
格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
の
あ
っ

せ
ん
を
受
け
ら
れ
た
り
、
公
的
な
資
金
貸

し
付
け
の
紹
介
を
受
け
ら
れ
た
り
し
ま

す
。

●
対
象　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦

●
会
費　

年
間
１
、０
０
０
円

問　

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
協
議
会

☎
０
９
０-

１
１
９
６-

１
９
８
６（
小
原
）

都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

利
用
会
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

と
は
、
会
員
同
士
で
子
育
て
な
ど
を
相
互

に
援
助
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
制

組
織
で
す
。
利
用
に
は
利
用
会
員
登
録
が

必
要
で
す
。

●
説
明
会
日
時　

３
月
26
日
㈯

13
時
30
分
〜　

※
要
申
し
込
み

●
会
場　

総
合
福
祉
会
館
２
階
大
会
議
室

●
利
用
会
員
の
要
件　

市
在
住
で
小
学
６

年
生
（
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
18
歳
）
ま

で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
、ま
た
は
、

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
な
ど
に

通
園
・
通
学
し
て
い
る
小
学
６
年
生
（
障

が
い
の
あ
る
場
合
は
18
歳
）
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人

●
登
録
料　

無
料

※ 
説
明
会
終
了
後
、
希
望
に
よ
り
登
録
と

な
り
ま
す

問　

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
25-
２
１
２
３
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商
品
提
供
事
業
者
募
集

市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
や
合
宿

な
ど
の
誘
致
の
た
め
、
関
東
や
関
西
方
面

に
お
け
る
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
訪
問
す
る
際
に
は
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
地
元
の
産
品
を
企
業
や
チ
ー

ム
、
大
学
な
ど
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
利
用
し

て
、
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
事
業
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
市
が
商
品
と
と
も
に
商
品
紹

介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
配
布
し
ま
す
。

数
量
な
ど
詳
し
く
は
、
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

商
業
観
光
課　

☎
23-

２
６
１
５

平
成
23
年
度
国
家
公
務
員

【
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
】

●
受
験
資
格　

①
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
を
卒
業
し
た
人
、
平
成
24
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
人

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
８
日
㈮

●
１
次
試
験　

５
月
１
日
㈰

【
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
】

●
受
験
資
格　

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
・
短
大
・
高
専
を
卒
業
し
た
人
、
平
成

24
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ

び
人
事
院
が
同
等
と
認
め
る
人

●
受
付
期
間　

４
月
11
日
㈪
〜
20
日
㈬

●
１
次
試
験　

６
月
19
日
㈰

【
国
税
専
門
官
・
労
働
基
準
監
督
官
・

法
務
教
官
】

●
受
験
資
格　

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
を
卒
業
し
た
人
、
平
成
24
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
人
事
院
が
同

等
と
認
め
る
人

●
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭

●
１
次
試
験　

６
月
12
日
㈰

問　

人
事
院
九
州
事
務
局

（
〒
812-

０
０
１
３　

福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
２-

11-

１
）

☎
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

催　

し

第
５
回
金
御
岳
春
ま
つ
り

●
日
時　

３
月
27
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

サ
シ
バ
広
場

（
払
川
地
区
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
着
地
点
）

●
内
容　

踊
り
、
歌
、
バ
ン
ド
演
奏
ほ
か

問　

中
郷
商
工
会　

☎
39-

０
３
３
４

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

定
期
公
演

●
日
時　

３
月
20
日
㈰　

14
時
〜

●
場
所　

 

山
之
口
麓
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃

資
料
館
（
人
形
の
館
）

●
演
目　

娘
手
踊
り（
お
伊
勢
参
り
）、
出

世
景
清
│
大
仏
殿
普
請
の
段
、
出
世
景
清

―
阿
古
屋
住
家
の
段
、
間
狂
言
―
東
岳
猪

狩※
麓
小
児
童
に
よ
る
上
演
も
あ
り
ま
す　

問　

山
之
口
教
育
課

☎
57-

３
１
１
１

都
城
お
か
し
む
じ
会
定
期
口
演

民
話
や
昔
話
を
「
諸
県
弁
」
で
の
方
言

語
り
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

毎
月
第
４
土
曜
日

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

青
井
岳
荘

●
料
金
（
木
戸
銭
）　

２
０
０
円

※ 

昼
食
と
入
浴
券
が
付
い
た
入
場
券（
１
、

５
０
０
円
）
も
あ
り
ま
す

●
そ
の
他　

共
演
し
た
い
人
も
募
集
中

（
☎
０
９
０-

９
６
０
５-

２
５
７
１　

竹

原
）問　

青
井
岳
荘　

☎
57-

２
１
７
７

が
ん
患
者
様
ご
家
族
交
流
会

が
ん
患
者
の
家
族
の
出
会
い
や
交
流
を

目
的
と
し
て
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
す
る
場
合
は
、
当
日
直
接
、
来
場

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
19
日
㈯　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

１
病
棟
食
堂

問　

交
流
会
担
当
者

☎
０
８
０-
６
４
３
６-

７
７
２
０

は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation

21 Miyakonojo City Public Relations 2011.3



講
座
・
教
室

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
in
母
智
丘
公
園

初
級
者
向
け
の
寄
せ
植
え
教
室
を
行
い

ま
す
。
満
開
の
桜
の
中
、
す
て
き
な
鉢
に

春
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
花
々
の
寄
せ
植

え
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
27
日
㈰　

11
時
〜
12
時　

●
場
所　

母
智
丘
公
園

●
参
加
料　

１
、５
０
０
円

（
材
料
費
込
み
）

●
持
参
す
る
も
の　

作
業
用
手
袋

●
定
員　

30
人

※
先
着
順
。
１
家
族
１
申
し
込
み
ま
で

問　

３
月
８
日
㈫
〜
18
日
㈮
に
電
話
で

商
業
観
光
課　

☎
23-

２
６
１
５

よ
か・余
暇・楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
ヨ
ガ
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

13
時
〜
14
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
学
習
料　

１
回
５
０
０
円
〜
７
５
０
円

（
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

※
冷
暖
房
費
な
ど
は
別
途
必
要
で
す

問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

☎
23-

４
０
８
０

春
の
園
芸
教
室

●
日
時　

第
１
回　

３
月
27
日
㈰

第
２
回　

５
月
８
日
㈰

い
ず
れ
も
９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
定
員　

20
人

※ 

両
日
参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
内
容　

花
苗
の
鉢
上
げ
、
花
苗
の
定
植

な
ど問　

３
月
18
日
㈮
ま
で
に
道
路
公
園
課

☎
23-

２
６
１
３

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会

●
日
時

講
義　

４
月
２
日
㈯　

16
時
〜

４
月
30
日
㈯　

17
時
〜

実
技　

４
月
10
日
㈰　

９
時
〜

５
月
１
日
㈰　

９
時
〜

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取
得
し

た
い
人
、
競
技
者
と
し
て
日
本
陸
連
登
録

を
希
望
す
る
人

●
受
講
料　

無
料

※
登
録
料
３
、０
０
０
円
程
度
必
要

問　

都
城
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

☎ 

26-

４
５
１
０　
（
夜
間
）

m
ac3550@

arrow
.ocn.ne.jp

教
育
集
会
所
主
催
教
室

一
般
成
人
の
初
心
者
が
対
象
で
、
開
講

期
間
は
５
月
〜
翌
年
１
月
（
予
定
）
で
す
。

教
室
生
は
別
途
計
画
の
人
権
講
座
を
年
１

回
受
講
し
て
も
ら
い
ま
す
。
教
材
費
・
資

材
費
は
別
途
必
要
で
す
。

●
内
容
・
日
時

生
花

第
２
・
４
木
曜
日 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

社
交
ダ
ン
ス

第
２
・
４
水
曜
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

書
道

第
２
・
４
月
曜
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

舞
踊

第
２
・
４
木
曜
日

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

俳
句

第
３
火
曜
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

手
芸

第
１
・
３
火
曜
日　

20
時
〜
22
時

園
芸（
菊
作
り
）
第
２
・
４
水
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

カ
ラ
オ
ケ

第
２
・
４
火
曜
日

20
時
〜
22
時

絵
画

（
水
彩
・
油
絵
）
第
１
・
３
水
曜
日

９
時
〜
11
時

ヨ
ガ

第
２
・
４
金
曜
日

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

料
理

第
２
・
４
火
曜
日 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

フ
ラ
ダ
ン
ス

第
１
・
３
金
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

梅
北
教
育
集
会
所

●
定
員　

各
教
室
と
も
10
〜
20
人
程
度

●
申
し
込
み　

３
月
14
日
㈪
〜
４
月
15
日

㈮
の
９
時
〜
16
時
の
間
に
本
人
が
直
接
梅

北
教
育
集
会
所
で
手
続
き
す
る
か
、
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※ 
広
原
教
育
集
会
所
の
主
催
教
室
は
あ
り

ま
せ
ん

問　

梅
北
教
育
集
会
所

☎
39-
０
２
８
８
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相　

談

新
燃
岳
の
火
山
活
動
関
連
金
融
相
談

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
新
燃
岳
の

噴
火
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
小
規
模
事

業
者
を
対
象
に
、
週
２
回
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
31
日
㈭
ま
で
の
毎
週
火
・

木
曜
日　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
相
談
内
容　

融
資
相
談
、
返
済
相
談　

問　

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
宮
崎
支
店

国
民
生
活
事
業

☎
０
９
８
５-

23-

３
２
７
５

女
性
の
悩
み
ご
と
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
で
は
、

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
電
話

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36-

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

3
月
15
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど
の
相
談

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

２
７
５
３

消
費
生
活
相
談

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

３
月
18
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

７
１
５
４

性
暴
力
、
Ｄ
Ｖ
相
談
電
話

パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル

性
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
ど
ん
な
被
害

で
も
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

匿
名
や
友
人
、
家
族
か
ら
の
相
談
可
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

３
月
27
日
㈰
ま
で

※
24
時
間
対
応
。
最
終
日
は
22
時
ま
で

●
電
話
相
談

☎
０
１
２
０-

９
４
１-
８
２
６

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

３
月
16
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
な
ど

●
定
員　

12
人
程
度　

※
要
予
約

問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

☎
25-

３
２
４
０

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

３
月
15
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

３
月
22
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

７
１
５
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

不
眠
、
抑
う
つ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、

薬
物
問
題
、
そ
の
ほ
か
の
依
存
に
関
す
る

問
題
や
精
神
的
な
心
の
病
に
関
す
る
相
談

に
精
神
科
の
医
師
が
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

３
月
17
日
㈭　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

都
城
保
健
所

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

問　

都
城
保
健
所　

☎
23-

４
５
０
４

は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation
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お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事
予
定

●
施
設
名
・
日
時
・
行
事
名

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
22-

1
6
5
9

４
月
11
日
㈪　

10
時
〜　

い
ち
ご
ク
ラ
ブ

対
象
：
２
歳
以
上
の
親
子　

４
月
18
日
㈪　

13
時
30
分
〜　

赤
ち
ゃ
ん
サ
ロ
ン　

対
象
：
０
・
１
歳
の
親
子

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
57-

3
2
9
8

３
月
22
日
㈫　

10
時
〜

出
前
保
育
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」

山
之
口
町
内
の
体
育
館
・
公
民
館
で
の
遊
び

３
月
23
日
㈬　

10
時
30
分
〜

老
人
ホ
ー
ム
慰
問
「
ひ
ば
り
苑
」

４
月
５
日
㈫　

10
時
30
分
〜　

公
園
で
あ
そ
ぼ
う

４
月
12
日
㈫　

10
時
30
分
〜　

散
歩
の
日

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
64-

3
1
7
1

３
月
23
日
㈬　

10
時
〜　

誕
生
会
「
２
・
３
月
生
ま
れ
」

４
月
14
日
㈭　

10
時
〜 「
に
こ
に
こ
教
室
」

第
１
・
３
水
曜
日　

10
時
〜　
「
お
弁
当
の
日
」

※ 

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ポ
リ
オ
予
防
接
種

ポ
リ
オ
は
風
邪
と
よ
く
似
た
症
状
で
す

が
、ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
脊せ
き
ず
い髄
に
入
る
と
、

手
足
に
ま
ひ
が
残
り
ま
す
。
生
後
３
〜
90

カ
月
未
満
の
間
に
41
日
以
上
の
間
隔
を
あ

け
て
２
回
飲
み
ま
す
。

●
実
施
日
・
接
種
会
場

４
月
５
日
㈫
総
合
福
祉
会
館

４
月
６
日
㈬
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

志
和
池
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
し
わ
ち
の
里
）

４
月
８
日
㈮
小
松
原
地
区
公
民
館

五
十
市
地
区
公
民
館

４
月
14
日
㈭
総
合
福
祉
会
館

４
月
15
日
㈮
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

庄
内
地
区
公
民
館

４
月
21
日
㈭
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

４
月
22
日
㈮
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
山
之
口
総
合
支
所
敷
地
内
）

４
月
25
日
㈪
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

４
月
26
日
㈫
沖
水
地
区
公
民
館

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

４
月
27
日
㈬
総
合
福
祉
会
館

４
月
28
日
㈭
中
郷
地
区
公
民
館

横
市
地
区
公
民
館

●
注
意

① 

ポ
リ
オ
接
種
後
に
ほ
か
の
予
防
接
種
を

受
け
る
場
合
に
は
、
27
日
以
上
の
接
種

間
隔
が
必
要
で
す

② 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
、
対
象
年
齢
が
生
後
６
カ
月

未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
接
種
の
人

は
、
で
き
る
だ
け
先
に
接
種
し
て
く
だ

さ
い

③ 

三
種
混
合
Ⅰ
期
初
回
（
20
日
〜
56
日
の

間
隔
で
３
回
接
種
）、
日
本
脳
炎
Ⅰ
期

初
回
（
６
日
〜
28
日
の
間
隔
で
２
回
接

種
）
の
接
種
間
隔
が
超
え
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

④ 

接
種
当
日
、
生
後
３
カ
月
未
満
ま
た
は

90
カ
月
以
上
の
人
は
、
接
種
で
き
ま
せ

ん
●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
手
帳
・
予
防

接
種
ノ
ー
ト
（
ポ
リ
オ
予
診
票
）

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

都
城
市
教
育
資
金
融
資
制
度

市
が
九
州
労
働
金
庫
に
預
託
し
た
資
金

の
運
用
に
よ
る
融
資
で
、
貸
与
業
務
は
労

働
金
庫
が
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

① 

市
内
に
１
年
以
上
在
住
で
、
子
ど
も
の

教
育
資
金
が
必
要
な
人

② 

子
ど
も
が
高
校
、
専
門
学
校
、
高
専
、

短
大
、
大
学
、
大
学
院
な
ど
へ
入
学
が

決
定
し
た
人
、
ま
た
は
在
学
し
て
い
る

人
③ 

教
育
資
金
の
償
還
を
完
了
す
る
年
齢

が
65
歳
未
満
で
、
年
間
所
得
金
額
が

９
０
０
万
円
以
下
で
償
還
能
力
が
あ
る

人
④ 

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
保
証
機
関

の
保
証
が
得
ら
れ
る
人

●
融
資
限
度
額

子
ど
も
一
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内

●
融
資
期
間　

10
年
以
内
（
元
金
据
置
期

間
４
年
を
含
む
）

●
融
資
利
率

１
・
８
㌫
（
固
定
金
利
・
保
証
料
別
） 

問　

九
州
労
働
金
庫
都
城
支
店

☎
23-
２
７
３
７

学
校
教
育
課　

☎
23-
２
１
６
１
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市
営
墓
地
で
の
盗
難
に
注
意

彼
岸
も
近
づ
き
、
墓
参
り
の
機
会
も
増

え
て
き
ま
す
が
、
市
営
墓
地
内
で
置
引
、

車
上
荒
ら
し
な
ど
の
盗
難
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
水
く
み
や
花
あ
げ
な
ど
、
目

を
離
し
た
わ
ず
か
な
時
間
に
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
車
に
は
施
錠
し
、
貴
重

品
は
手
放
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
盗
難
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
自
己
防
衛
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

万
一
、
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

に
最
寄
り
の
警
察
へ
被
害
届
を
提
出
し
、

必
ず
墓
地
管
理
事
務
所
へ
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
利
用
上
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

① 

ち
り
や
枯
れ
花
な
ど
は
必
ず
指
定
さ
れ

た
ち
り
置
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

② 

枝
木
な
ど
は
50
㌢
以
内
に
切
り
、
雑
草

な
ど
は
土
を
よ
く
落
と
し
て
ち
り
置
場

へ
出
し
て
く
だ
さ
い

③ 

家
庭
の
ご
み
な
ど
は
絶
対
に
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い

④ 

隣
接
地
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
定
期

的
に
清
掃
や
せ
ん
定
を
し
ま
し
ょ
う

⑤ 

周
辺
住
民
の
車
の
出
し
入
れ
な
ど
に
支

障
を
来
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
墓
地
駐

車
場
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い

⑥ 

犬
猫
の
ふ
ん
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

墓
地
内
で
散
歩
を
し
た
り
、
え
さ
な
ど

を
置
い
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

問　

環
境
政
策
課　

☎
23-

２
１
３
０

万
一
の
事
故
に
備
え
て

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

子
ど
も
会
、
運
動
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
依
頼
書
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各

総
合
支
所
の
教
育
課
、
各
地
区
公
民
館
、

都
城
運
動
公
園
体
育
館
、
早
水
公
園
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
、
高
城
総
合
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

な
お
、
前
年
度
加
入
団
体
に
は
、
３
月

上
旬
に
発
送
予
定
で
す
。

●
対
象　

グ
ル
ー
プ
（
団
体
）
活
動
中
の

事
故
・
グ
ル
ー
プ
（
団
体
）
活
動
へ
の
往

復
中
の
事
故

●
保
険
期
間

４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日

※ 

４
月
１
日
以
降
の
入
金
の
場
合
は
、
入

金
日
の
翌
日
か
ら
有
効

●
加
入
方
法

【
銀
行
な
ど
で
の
加
入
】

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

掛
け
金
を
添
え
て
指
定
銀
行（
宮
崎
銀
行
）

の
窓
口
に
提
出
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、

一
律
50
円
の
振
込
手
数
料
が
、
そ
の
ほ
か

の
銀
行
・
郵
便
局
に
つ
い
て
は
各
金
融
機

関
の
通
常
の
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加
入
】

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
加
入
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
し
、
加

入
後
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
掛
け

金
を
入
金
し
て
く
だ
さ
い

•
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sportsanzen.org

• 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
加
入
シ
ス
テ
ム

「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」

http://w
w
w
.spokyo.jp/spoannet.htm

l

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
23-

９
５
４
６

新
燃
岳
噴
火
に
伴
う

電
気
料
金
の
算
定
に
つ
い
て

新
燃
岳
の
噴
火
に
伴
う
通
行
止
め
な
ど

で
、
電
気
の
検
針
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
前
月
と
同
使
用
量

に
て
料
金
を
算
定
し
、請
求
し
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

検
診
を
実
施
し
た
月
に
お
い
て
、
改
め

て
電
気
料
金
を
算
定
し
て
清
算
し
ま
す
。

問　

九
州
電
力
㈱
営
業
料
金
グ
ル
ー
プ

☎
０
１
２
０-

９
８
６
７
０
５

軽
減
措
置
の
延
期
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

〜
74
歳
の
人
の
一
部
負
担
割
合｢

１
割｣

が
平
成
24
年
３
月
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

該
当
す
る
人
に
は
、
保
険
証
の
差
し
替

え
を
３
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

※ 
一
部
負
担
割
合
が
「
３
割
」
の
人
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

２
６
３
４

は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation
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お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
使
用
料
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
施
設

使
用
料
の
改
定

４
月
１
日
か
ら
公
共
下
水
道
使
用

料
、
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
の
料

金
が
改
定
さ
れ
ま
す
。　

●
請
求
月
の
変
更　

公
共
下
水
道
を
利

用
し
て
い
る
人
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
請
求
お
よ
び
徴
収
を
水
道
局

が
行
う
た
め
、
２
カ
月
分
を
上
水
道
料

金
と
同
月
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す※ 

高
崎
町
（
町
倉
地
区
）
に
つ
い
て
は
、

毎
月
請
求
か
ら
２
カ
月
分
ご
と
の
請

求
と
な
り
ま
す

●
移
行
期
間
の
料
金
な
ど　

使
用
期
間

が
４
月
１
日
を
は
さ
む
料
金
に
つ
い

て
、
日
割
り
に
よ
り
算
出
し
た
旧
料
金

と
新
料
金
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
地
区
に
よ
っ
て
、
４
月
お
よ

び
５
月
に
連
続
し
て
請
求
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
移
行
期
間
に
よ
り
１
度

だ
け
生
じ
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い

※ 

４
月
お
よ
び
５
月
に
連
続
請
求
が
生

じ
る
地
区
は
、
安
久
地
区
、
山
田
町

（
竹
脇
、
万
ヶ
塚
地
区
）、
山
之
口
町

桐き
り

原は
ら

の
滝

曽
於
八
景
の
大
川
原
峡
渓
谷
の
中

に
あ
る
桐
原
の
滝
は
、
約
34
万
年
前

の
加
久
藤
火
砕
流
に
よ
っ
て
で
き
た

滝
で
、
落
差
15 

㍍
、
幅
60
㍍
あ
り
ま

す
。
固
く
溶
結
し
た
凝
ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

が
溝
ノ

口
川
の
浸
食
で
段
差
が
で
き
た
雄
大

な
滝
で
、
流
れ
落
ち
る
水
し
ぶ
き
が

光
の
加
減
で
虹
の
ア
ー
チ
を
か
け
ま

す
。ま

た
、
平
成
18
年
に
は
桐
原
の

滝
を
一
望
で
き
る
清
流
橋
を
架
橋
。

木
々
に
囲
ま
れ
滝
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
し
ぶ
き
を
浴
び
る
と
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
。

（
麓
、
下
富
吉
、
中
原
正
近
地
区
）

問　

公
共
下
水
道
に
関
し
て
は
、
下
水

道
課　

☎
23-

５
９
２
１

各
総
合
支
所
建
設
課

農
業
集
落
排
水
施
設
に
関
し
て
は
、
農

村
整
備
課　

☎
23-

２
９
８
２

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課

☎
57-

３
１
１
１
（
山
之
口
）

☎
58-

２
３
１
１
（
高
城
）

☎
64-

１
１
１
１
（
山
田
）

☎
62-

１
１
１
１
（
高
崎
）

大
丸
友
の
会
の「
お
買
物
券
」「
積
立
金
」の

還
付
手
続
き
開
始

●
債
権
の
申
出
受
付
期
間

５
月
２
日
㈪
ま
で

●
債
権
の
申
出
方
法　

①
②
③
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

①
現
地
受
付

●
日
時　

３
月
15
日
㈫
〜
23
日
㈬

９
時
〜
18
時

●
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

②
郵
送
に
よ
る
申
出

５
月
２
日
㈪
ま
で（
消
印
有
効
）に
九
州

経
済
産
業
局
産
業
部
消
費
経
済
課
（
〒

812-

８
５
４
６　

福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
２-

11-

１
）
へ
郵
送

③
九
州
経
済
産
業
局
へ
持
参

※ 

関
係
書
類
は
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
生
活
文
化
課
内
）
で
も
配
布

問　

九
州
経
済
産
業
局
産
業
部
消
費
経

済
課　

☎
０
９
２-

４
８
２-

５
５
６
１

滝
の
上
流
に
は
大
川
原
峡
キ
ャ
ン

プ
場
も
あ
り
、
夏
に
な
る
と
バ
ン
ガ

ロ
ー
や
テ
ン
ト
は
、
多
く
の
親
子
連

れ
や
若
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

三
連
轟

と
ど
ろ

大
川
原
峡
渓
谷
か
ら
下
流
に
行
く

と
三
連
轟
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
く

約
34
万
年
前
の
加
久
藤
火
砕
流
溶
結

凝
灰
岩
で
で
き
た
滝
が
連
続
し
て
い

ま
す
。
曽
於
市
財
部
の
観
光
ル
ー
ト

に
も
な
っ
て
お
り
、
大
川
原
峡
か
ら

三
連
轟
、
溝
ノ
口
洞
穴
か
ら
関
之
尾

滝
ま
で
自
然
を
満
喫
体
感
で
き
る
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
曽
於
市
財
部
町
に
あ

る
「
桐
原
の
滝
」
と
そ
の
下
流

に
あ
る
「
三
連
轟
」
を
紹
介
し

ま
す
。

曽於編

桐原の滝

三連轟

問　経営戦略課
☎23-2115

問 経営戦略課
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は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation

高
齢
者・障
害
者
住
宅
改
造
、

介
護
保
険
住
宅
改
修
に
関
す
る
説
明

お
よ
び
居
宅
介
護
支
援
研
修
会

●
日
時　

３
月
25
日
㈮　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
改
造

や
介
護
保
険
住
宅
改
修
の
施
工
事
業

者
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

●
内
容　

① 

平
成
23
年
度
住
宅
改
造
助
成
事
業
・

介
護
保
険
住
宅
改
修
の
説
明

②
福
祉
用
具
例
外
給
付
な
ど
に
つ
い
て

問　

３
月
15
日
㈫
ま
で
に
介
護
保
険

課　

☎
23-

２
１
１
４

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
事
業

総
務
省
で
は
、
経
済
的
理
由
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
支
援
対
象
世
帯　

世
帯
全
員
が
市
町

村
民
税
非
課
税
の
世
帯
で
あ
り
、
現
在

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
放
送
受
信
契
約
を
結
ん
で
い

る
か
、
支
援
申
込
後
、
速
や
か
に
契
約

を
結
ぶ
意
思
が
あ
る
こ
と

●
支
援
内
容　

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台

が
無
償
で
現
物
給
付
さ
れ
ま
す

※ 

自
分
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど

の
費
用
の
精
算
は
で
き
ま
せ
ん

●
申
込
方
法　

専
用
の
支
援
申
込
書
に

世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写

し
と
世
帯
全
員
分
の
市
町
村
民
税
非
課

税
証
明
書
を
添
え
て
、
専
用
封
筒
に
て

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー
あ
て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い

※ 

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

人
に
つ
い
て
は
非
課
税
証
明
書
は
い

り
ま
せ
ん
。
申
込
書
は
福
祉
課
、
保

護
課
、
市
民
課
、
市
民
税
課
、
資
産

税
課
、
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す

●
申
込
期
間　

７
月
24
日
㈰
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

問　

情
報
政
策
課　

☎
23-

２
１
２
０

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０-

０
２
３
７
２
４

公
園
の
利
用
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
市
内
の
公
園
は
、
公

園
の
種
別
ご
と
に
都
城
市
都
市
公
園
条

例
お
よ
び
都
城
市
都
市
公
園
以
外
の
公

園
に
関
す
る
条
例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
大
き
な
変
更
点
と
し
て

① 

梅
北
運
動
公
園
お
よ
び
母
智
丘
関
之

尾
公
園
多
目
的
広
場
の
使
用
が
有
料

と
な
り
ま
す

② 

公
園
内
で
行
商
な
ど
（
物
品
販
売
な

ど
）
を
行
う
場
合
、
す
べ
て
の
公
園

で
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す

※ 

①
・
②
と
も
に
申
請
に
必
要
な
手
続

き
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

問　

梅
北
運
動
公
園
に
関
す
る
こ
と
は

道
路
公
園
課　

☎
23-

２
７
７
５

母
智
丘
関
之
尾
公
園
に
関
す
る
こ
と
は

㈳
都
城
観
光
協
会
関
之
尾
緑
の
村　

☎
37-

２
９
２
９

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

３
月
31
日
ま
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
に
つ
い
て
、
生
活
保

護
受
給
者
お
よ
び
非
課
税
世
帯
の
人
は

全
額
免
除
、
13
歳
未
満
の
人
は
２
回
目

接
種
時
に
１
、０
０
０
円
の
助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

※ 

市
郡
医
師
会
に
加
入
し
て
い
る
医
療

機
関
で
接
種
す
る
場
合
の
み
が
対
象

問　

健
康
課　

☎
23-

２
７
６
５

地
下
水
の
採
取
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

地
下
水
を
市
民
の
貴
重
な
資
源
と
し

て
守
る
た
め
に
、
都
城
市
環
境
保
全
条

例
の
定
め
で
、
一
定
規
模
以
上
の
施
設

で
地
下
水
を
採
取
す
る
場
合
は
、
そ
の

施
設
と
地
下
水
の
利
用
状
況
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

●
対
象　

揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積

が
６
平
方
㌢
（
直
径
約
２
・
77
㌢
）
を
超

え
る
新
た
な
施
設

問　

森
林
保
全
課　

☎
23-

２
１
５
２

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
３/20
㈰

城南病院（小・内） 26-3662
とくとめクリニック（内・循・消）26-1820
竹田内科（内） 38-1036
山路医院（外・内） 64-3133
酒井皮膚科（皮） 25-5322
岩下耳鼻咽喉科 51-1187
曽我歯科医院 22-2622

３/21
㈪

相良内科（内） 22-4086
黒松病院（内） 38-1120
海老原内科（内・小） 64-1211
横山病院（泌・外） 22-2806
小牧病院（整） 24-1212
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
園田歯科医院 25-2090

３/27
㈰

三嶋内科（内） 24-7171
原田医院（内・小・外） 26-3330
隅病院（内・胃） 62-1100
ながはま整形外科（整） 46-7188
柳田病院（脳・外） 22-4862
吹上耳鼻科 21-4133
園田鷹尾歯科医院 23-9564

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認してく
ださい
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局

３/20㈰ さくら調剤都城店、つくし、そうごう山田店、きたはら、ひむか三股店
３/21㈪ くげ、ひむか調剤蔵原店
３/27㈰ みやこ、東町、友愛

みやざき医療ナビ

27 Miyakonojo City Public Relations 2011.3



都
城
島
津

宮崎シャイニングサンズ／地域密着のチームを目指して! ❾

ジ
ュ
ディ・シ
エ
ラ（
著
）
マ
ー
ク・ブ
ラ
ウ
ン（
絵
）

三
辺
律
子（
訳
）
セ
ー
ラ
ー
出
版（
発
行
）

サ
ム
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
読
書
が
大
好
き
。

本
を
読
む
こ
と
で
ど
ん
な
問
題
も
た
ち
ま
ち

解
決
。「
ほ
ん
を
よ
め
ば
な
ん
で
も
で
き
る
」

〝
読
む
天
才
〞少
年
サ
ム
の
大
活
躍
が
は
じ
ま

り
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

15
4

16
3

都城市立図書館　●休館日／3月21日・22日・28日、4月4日・7日・11日 ●開館時間／9：30～18：50
高城図書館　　　●休館日／3月20日・21日・22日・29日、4月5日・12日 ●開館時間／9：30～18：00

◎
問
い
合
わ
せ
都
城
市
立
図
書
館　

☎
22-

0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58-

4
2
2
4

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会
（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
３
月
19
日
㈯　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必
ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン　
　
　
　

●
３
月
27
日
㈰　

11
時
〜

ゆ
め
の
お
く
り
も
の　

読
み
聞
か
せ
会

●
４
月
９
日
㈯　

11
時
〜

【
高
城
図
書
館
】

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
３
月
24
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会　

●
４
月
９
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

と
も
だ
ち
く
る
か
な
（
内
田
麟
太
郎
作
）

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

「
ほ
ん
を
よ
め
ば
な
ん
で
も
で
き
る」

近
藤
麻
理
恵（
著
）
サ
ン
マ
ー
ク
出
版（
発
行
）

「
一
度
片
付
け
た
ら
、絶
対
に
も
と
に
も
ど
ら

な
い
」「
片
付
け
た
だ
け
で
人
生
が
う
ま
く
ま

わ
り
は
じ
め
た
」そ
ん
な
魔
法
の
よ
う
な
収
納

法
、ホ
ン
ト
に
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？
答
え
は

こ
の
本
で
。

「
人
生
が
と
き
め
く
片
付
け
の
魔
法
」

児
童

一
般

昨
年
10
月
に
開
幕
し
た
ｂ
ｊ
リ
ー
グ

も
シ
ー
ズ
ン
大
詰
め
を
迎
え
ま
し
た
。

残
り
試
合
も
少
な
く
な
り
、
選
手
の
気

持
ち
も
勝
利
へ
向
け
て
よ
り
一
層
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
新
燃
岳
噴
火
に

よ
る
降
灰
の
影
響
に
よ
り
、
市
内
は
多

大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
地
域
に
密
着
し
た
チ
ー
ム
を
目
指

す
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
サ
ン
ズ
は
「
少
し
で

も
元
気
に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
し
た
が
、
選
手
や
ス
タ
ッ
フ

が
率
先
し
て
事
務
所
周
り
の
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
地
元
の
皆
さ

ん
に
元
気
を
与
え
た
い
と
い
う
思
い
が

注
が
れ
た
一
戦
を
会
場
で
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。

３
月
ホ
ー
ム
試
合
日
程

﹇
対
京
都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
﹈

●
日
程　

３
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

●
場
所　

 

都
城
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

﹇
対
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
﹈

●
日
程　

３
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

●
場
所　

 

日
南
市
総
合
運
動
公
園

多
目
的
体
育
館

宮崎シャイニングサンズ事務局 ☎23-4696 公式ホームページ http://www.shiningsuns.com/

祝
吉
御
所
の
図（
庄
内
地
理
志 

拾し
ゅ
う
い遺
）

江
戸
時
代
後
期

文
治
元
年（
１
１
８
５
）８
月
、
源
頼

朝
は
島
津
荘
の
下げ

司す

職し
き

、
荘
園
の
管
理

人
に
京
都
生
ま
れ
の
惟こ
れ

宗む
ね

忠た
だ

久ひ
さ

を
任
命

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
忠
久
は
自
分
が

治
め
る
荘
園
の
名
前
を
と
っ
て
、
島
津

忠
久
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
三
国
名
勝
図
会
」
の
記
述
に
よ
る

と
、地
頭
と
な
っ
た
忠
久
は
、文
治
２
年

（
１
１
８
６
）
に
薩
摩
国
山や
ま

門と

院い
ん（
鹿
児

島
県
出
水
市
）
の
木き
の

牟む

礼れ

城じ
ょ
うに
入
り
ま

す
。そ
の
後
建
久
７
年（
１
１
９
６
）ご

ろ
、
都
城
に
館
を
造
っ
て
移
り
住
ん
だ

の
が
祝
吉
御
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
図
は
「
庄
内
地
理
志
」
拾
遺
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
「
庄

内
地
理
志
」
を
編
さ
ん
す
る
と
き
に
、

都
城
を
島
津
家

発
祥
の
地
と
し

て
顕
彰
す
る
た

め
に
作
成
さ
れ

た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
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問 ① ４月10日㈰が投票日の選挙は
「宮崎県議会○○選挙」

答

問 ② 今月号の表紙で紹介した小学生が収穫してい
たのはなに？

答

問 ③ 人の風景で紹介した上田さんの職業は？

答

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

国際交流員
のひとりごと

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者からの

●
11
月
21
日
に
行
わ
れ
た
が
ね
コ
ン
テ
ス
ト

に
行
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は

盛
り
上
が
る
の
で
、
も
っ
と
企
画
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

（
野
々
美
谷
町　

asa
m
in
さ
ん
）

●
昨
年
は
県
内
で
口
蹄
疫
が
発
生
し
大
変
な

年
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
そ
れ
を
乗

り
越
え
る
よ
う
な
明
る
い
１
年
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

（
郡
元
四
丁
目　

ク
ッ
キ
ー
さ
ん
）

●
民
生
委
員
や
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

の
皆
さ
ん
が
、
身
近
に
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
と
知
っ
て
心

強
く
思
い
ま
す
。

（
高
崎
町　

ウ
ォ
ー
ク
さ
ん
）

●
わ
が
家
に
は
犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
ま
す

が
、
１
月
号
の
「
ペ
ッ
ト
の
マ
ナ
ー
」
を

読
ん
で
、
他
人
に
迷
惑
が
掛
か
ら
な
い
よ

う
に
飼
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。 

（
五
十
町　

Ｔ
さ
ん
）

●
都
城
で
生
ま
れ
育
ち
都
城
し
か
知
ら
な

か
っ
た
私
で
す
が
、
市
外
に
就
職
し
て
初

め
て
「
人
と
自
然
の
豊
か
さ
」
を
感
じ
ま

し
た
。 

（
北
原
町　

ぷ
り
ん
さ
ん
）

●
正
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
健

康
管
理
の
大
事
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

（
下
水
流
町　

Ｔ
さ
ん
）

■１月号クイズ結果【応募総数52通】
◎正解／①自由回答　②３月15日　③メリー

都城に来て初めて桜島の存在を知りました。
ブログに写真を更新して、アメリカの家族や友
達に「ほら！　火山だよ！　すごい所に住んで
いるぜ！」と言う自慢話もしました。霧島にも
何回も行った事があるけど、火山だと分かって
も噴火するとは思いませんでした。１月26日、
都城中が灰色になって「あ、活火山ってこうい
うものなんだね」とやっと分かりました。
1980年５月18日、ワシントン州にあるセント・
ヘレンズ山が急に大噴火をしました。私が生ま
れる５年前でしたが、子どものころよくこのこ
とについて聞きました。大規模な噴火で山の標
高は500ｍも減少して火山灰は2500㎞ぐらい離れ
ているミネソタ州まで飛んだらしいです。アメ
リカにも休火山がいっぱいあるけど、いつかまた活
発化するかも知れないのを忘れてはいけません。
自然災害はいつ起こるか分かりません。きり

がない灰掃除をしながら、隣のおばさんと目が
あって同じ思いを共有しました。このような体
験は、この一度だけであってほしいと思います。

クイル・アンダーソンさん
（アメリカ）Vol.6

「セント・ヘレンズ山」

今月号を読んでのわたしの一言
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報 都城 No.63 2011年3月号）

読者プレゼント今月の

□山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　9：30～22：00

金土、 の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　3月17日㈭

□人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演
3月20日㈰　14：00～

□高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）
入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

□美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　無料
休館日　 毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
 3月14日㈪～29日㈫までは展示替えのため休館
◎収蔵作品展「新しい物語のはじまり2011」
会　期：3月30日㈬～5月15日㈰
※ 3月19日㈯、20日㈰、26日㈯、27日㈰は住民票の発行
はできません

□旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58‒6900
開館時間　10：00～16：00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

施 設 案 内

□都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）
入館料　「本宅」小学生以上100円

「都城島津伝承館」一般210円
高校・大学生150円 小・中学生100円

休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）

※3月16日～4月15日の日程

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号と、わたしの一言や３月号を読んだ感想を書
いて〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、
当選者への商品の発送以外には利用しません
◎応募締め切り　３月31日㈭　当日消印有効
◎発表　本紙５月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わ
せください
◎１月号当選者　矢野みかさん（鷹尾一丁目）

【デコバウム７個セット】
商品提供事業者
昭栄堂（甲斐元町）　電話22-4318

しっとりとしたバウムクー
ヘンを小さく焼いてかわ
いいデコレーションをし
ました。
内祝いや贈り物に最適
です。



インフォメーション

３歳の娘が描く絵に、太陽や雲の上にごま粒のような
点々。これは何、と聞くと「火山灰」と答える娘。こんな

小さな子にも衝撃的な降灰後の風景でした。噴煙が空を覆
い太陽を見ることのできない日々が続き、いつになったら、
このモノクロの世界が終るのか不安になりましたが、あり
がたいことに公民館やボランティアなど、いろいろな人の
協力で除灰作業が進んでいます。一日でも早く、子どもた
ちが外で遊べる日がくることを願いながら…　（知）

２月10日富吉小学校の１年生か
ら３年生の児童38人がキンカン狩
りを体験しました。
山之口町富吉の紺屋さんの10㌃

ほどのハウスでは「たまたま」の名前で知られる完
熟キンカンが栽培されています。児童らは甘酸っ
ぱい香りが漂うハウスの中で大粒のキンカンを見
つけては歓声を上げていました。

あまーいキンカンとったどー

前で知られる完

今月の表紙

プラザびよりスペシャル

プラザの輪

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

平成23年２月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女

－31
－88
－54
－34

都城市現住人口

71,649
168,310
78,931
89,379

世帯
人
人
人

※国勢調査に基づく推計人口です

イベントカレンダー
※〔　　〕内は場所、問は問い合わせ先

3
月
21日㈪
東霧島神社例大祭〔東霧島神社〕
問東霧島神社　☎62-1713
26日㈯・27日㈰
もちお桜まつり〔母智丘公園〕
問都城観光協会　☎23-2460
26日㈯・27日㈰
都城弓まつり全国弓道大会
〔早水公園体育文化センター〕
問都城観光協会　☎23-2460
27日㈰
さくらフェスタ高城〔観音池公園〕
問高城商工会　☎58-2020

4
月
3日㈰
道の駅山之口　春の感謝祭〔道の駅山之口〕 
問道の駅山之口　☎57-5222
3日㈰～5月8日㈰
庄内川のこいのぼり〔庄内川堤防〕
問荘内商工会　☎37-0024

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、16：25～16：30（再）

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
① 6：50～　②11：50～　③17：50～
④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

●日時：4月17日㈰ 17時開演
●料金：〔全席指定〕7,350円
※友の会会員500円割引
※当日券は500円ＵＰ
※6歳未満の児童の入場はご遠慮ください

●プレイガイド
ＭＪチケットカウンター
ローソンチケット、チケットぴあ

◎問い合わせ　都城まちづくり株式会社　☎26-1100

●日時：3月13日㈰
14時～17時

●場所：ウエルネス交流プラザ
ムジカホール

●料金：無料
●出演：Moemoea no Tahiti、海汐プロダクションなど
●内容：タヒチアンダンス、太鼓・ヒップホップダンス、

コーラス、ドラム、ファッションショーなど

さだまさし
スーパーアコースティックアンコール
予感＋
完売必至のステージ、この機会をお見逃しなく！
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